




奨学金を希望する学生の皆さんへ

このパンフレットは、奨学金の受給を希望する学生の皆さんが適切な奨学金に応募できるよ

う紹介・説明するものです。まずは熟読されて、奨学金制度を有効に活用していくスタートラ

インとしていただきたいと思います。

大学では学業はもちろん、部活動やボランティア活動など様々なことにチャレンジをして、

大いに学び、人間として成長をしてほしいと私たちは願っています。しかし、家庭環境や社会

環境の変化によって、経済的な理由で大学で学ぶことが困難になることがあります。そのよう

な学生をサポートする仕組みの一つが奨学金制度です。

上智大学には、対象や条件が異なるさまざまな奨学金があります。このパンフレットで自分

が必要とする奨学金を探ることはもちろんですが、そこに掲載されていない新しい奨学金情報

は LOYOLAで随時案内されますので、こちらも是非参照してください。自分に合った奨学金

を見つけるのが難しいときや、不明な点や疑問があるときには、気軽に学生センター（2号館

１階）の経済支援窓口に相談してください。奨学金制度を活用することで 1人でも多くの学生

の皆さんが、充実した学生生活を送れるよう願っています。

� 学生センター
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Ⅰ はじめに

（１）奨学金制度の目的
奨学金制度は、成績優秀であるにもかかわらず、経済的に困窮している学生に対し、学資金の一部を給付
または貸与することにより、学業に専念できる時間をより多く確保し、安心して学生生活が送れるよう支援
することを目的としています。

（２）出願にあたって
いずれの奨学金にも出願資格・選考基準があり、採用人数にも限りがありますので、仮に条件をすべて満
たしていたとしても、採用されるとは限りません。
出願する前に自分自身の生活状況をしっかりと把握し、家族ともよく相談し、どのような奨学金に出願す
るかを十分検討してください。

（３）出願の準備等について
奨学金は学生本人が申請を行い、学生本人に給付または貸与されるものです。申請する学生が経済状況等
を充分把握した上で、出願書類等の準備を行うことが必要です。面接では、詳細な家族状況や経済状況を確
認しますので、曖昧な受け答えとならないよう、あらかじめ正確な状況をご家族に確認しておいてください。

（４）家計が急変したときには
家計支持者が失職した場合や不幸にも亡くなられた場合、又は災害などにより家計が急変し、学業を継続
することが極めて困難になった場合には、いつでも学生センターに相談してください。

（５）採用基準
表彰制度である上智大学学業優秀賞と一部の上智大学篤志家奨学金を除き、本学の奨学金は「経済的困窮度」
と「学業成績」を採用の基準としており、選考では経済状況を重視しています。
経済的困窮度については、昨年度までの実績から言うと、日本学生支援機構奨学金の場合、家族の人数や
奨学金の種類にもよりますが、家庭の年収が給与収入で1,500万円（税込）を超える場合は、特別な事情
がない限り採用は難しいでしょう。また、上智大学修学奨励奨学金の場合、家庭の状況にもよりますが、家
庭の年収が給与収入で700万円（税込）、営業所得等で400万円を超える場合は、採用は難しいでしょう。
学業成績については、ある水準を下回ると経済的困窮度にかかわらず採用されないものがあります。本学
では、奨学金が学業成績の向上につながることを期待しています。
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Ⅱ 学費年間スケジュール
および奨学金制度概要

１．学費納入期限
２．奨学金制度概要
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Ⅱ 学費年間スケジュールおよび奨学金制度概要

1．学費納入期限
◆学部（除：2019年度以前入学の国際教養学部生）・大学院

新入生（＊1） 新入生以外

一括完納
春 学 期 － 5月31日（火）

秋 学 期 11月4日（金）

（＊1）編入・学士入学・再入学生も含みます。

◆ �2019年度以前入学の国際教養学部生
春学期 秋学期

6月8日（水） 11月15日（火）

２．奨学金制度概要
奨学金は、学生が自ら出願できる出願制と各学部学科研究科等からの推薦（自ら申請することはできない）
で採用が決定する推薦制の奨学金があります。

学内奨学金 全て返還不要の給付型奨学金。

（１）新入生奨学金／大学院新入生奨学金
本学学部／大学院を第1志望としている学生対象の授業料減免制度。入学前に申請が必要。

（２）上智大学修学奨励奨学金
本学学部／大学院在学生対象の授業料減免制度。1年ごとに申請が必要。

（３）上智大学篤志家奨学金
国内外からの寄付により給付している奨学金。

（４）その他の奨学金
その他の上智大学による奨学金。

学外奨学金
（１）高等教育の修学支援新制度（給付型、返還不要）
給付型奨学金および授業料減免をセットで受ける制度。

（2）日本学生支援機構（卒業後、返還必要）
毎月決まった金額の貸与を受ける奨学金。無利子（第一種）と有利子（第二種）がある。

（3）地方公共・民間団体からの奨学金
地方自治体や民間団体からの給付／貸与型奨学金。
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〈奨学金の併給について〉
学内奨学金は、原則として当該年度の学費相当額を上限として併給が可能です。ただし、授業料減額の奨

学金（新入生奨学金と修学奨励奨学金など）の併給はできません。
学外奨学金は、地方公共団体・民間団体等によって併給の可否が異なります。出願時に募集要項をよく確認
してください。

〈上智大学で受給できる奨学金〉
出願制 推薦制

授業料減免 給付型 貸与型 授業料減免 給付型

学
内
奨
学
金

上智大学
修学奨励奨学金
日→P.8  留→ P.33  

上智大学
篤志家奨学金
日→P.9
留→P.34

―
上智大学
法科大学院

在学生特別奨学金
日→P.12

上智大学
篤志家奨学金
日→P.9
留→P.34

上智大学篤志家
（安達）奨学金

留→P.34   

上智大学大学院
デュアル・ディグリー
プログラム奨学金
日→P.11  留→ P.35

上智大学大学院
博士後期課程
研究者育成奨学金

日→P.12
留→P.35

家計急変者への
特別措置
→P.12 上智大学

利子補給奨学金
日→P.11

大規模災害
被災学生対象
経済支援特別措置

→P.12

学
外
奨
学
金

地方公共・民間団体奨学金
日→P.19  留→ P.36

―
地方公共・

民間団体奨学金
日→P.19
留→P.36

高等教育の修学支援新制度
（日本学生支援機構 給付奨学金）

→日 P.13

日本学生支援機構
奨学金

（第一種／第二種）
日→P.15

入
学
前
に
推
薦
／
出
願
す
る
奨
学
金

上智大学／大学院
新入生奨学金
→P.41

上智大学篤志家
（創立100周年記念
上智・聖母看護）

奨学金
→P.41

日本学生支援機構
奨学金

（第一種／第二種）
【予約採用】
日→P.15

上智大学
篤志家

（フランシスコ・
スアレス）
奨学金
→P.11

上智大学
法科大学院
法曹コース
特別奨学金
→P.12

上智大学大学院
博士後期課程
研究者育成奨学金

日→P.12
留→P.35

上智大学
ジョン・ニッセル杯

奨学金
→P.41

上智大学篤志家
（理工学振興会）

奨学金
→P.41

上智大学篤志家
（ソフィア会生活支援）

奨学金
→P.41上智大学篤志家

（安達）奨学金
留→P.41

高等教育の修学支援新制度
（日本学生支援機構 給付奨学金）

【予約採用】
日→P.13

日：日本人（在留資格「留学」以外の外国人含む）対象
留：外国人留学生（在留資格が「留学」）対象
上記のマークがないものは、日 留 共通
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〈出願から採用までの流れ〉

奨学金の募集は原則 Loyola 掲示板で行います。
募集要項・願書を各自ダウンロードして出願してください。
奨学金によっては、窓口で願書を配布するものや、配布期間・ダ
ウンロード期間が定まっている場合があるので、掲示をきちんと
確認してください。

提出期限は厳守してください。期限に遅れた願書は受理しません。
募集要項を熟読して、書類に不足がないように準備してください。
やむを得ない事情で書類が揃えられない場合、提出期限前に学生
センターに早めに相談してください。

奨学金によって、面接選考がある場合があります。
面接がある場合は、面接の日時と場所を確認して面接に出席して
ください。面接がある奨学金で、面接に欠席した場合、奨学金は
不採用（学外奨学金の場合は推薦取り下げ）となります。

採否（学外奨学金の場合は、被推薦者決定通知）を Loyola 掲示
板の個人呼出通知にて通知します。
学外奨学金の場合は被推薦者を決定し、各奨学団体で別途選考が
始まります。
団体によって提出書類や面接の有無など選考プロセスが異なるの
で、学生センター及び各団体の指示通り進んでください。

給付／貸与型の奨学金の場合、学生本人口座に採用額を振込みま
す。授業料減免の奨学金に採用された場合、授業料請求の際に採
用額を減額します。
＊�学費の納入状況により授業料減免奨学金も本人口座に採用額を送金する場
合があります。

募　集　掲　示
募集要項・願書配付

書　類　提　出

奨 学 金 受 給

【学内】採否通知
【学外】被推薦者決定

面　　　　接
（一部の奨学金）

【学外】
採否通知
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〈出願に必要な書類〉
出願に必要な書類は、各奨学金によって異なるので、詳細は募集要項を参照してください。
出願書類は主に下記のとおりです。

①　奨学金申込書
奨学金ごとに提出する書類です。出願理由等をもれなく記入してください。

②　生活状況報告書
家族状況等を正確にもれなく記入してください。記入すべき事項を故意に記入しなかったことや虚偽の記
入をしたことが判明した場合、奨学金の給付を取り消し、返還を求めることがあります。

③　学業成績に関する証明書
本学における成績や入学前の成績の提出が必要です。

④　所得・生活に関する証明書
本人及び「生活状況報告書」に記載された家族（父、母、配偶者、兄弟等）の証明書が必要です。ただし、
経済的に独立している家族については提出の必要はありません。詳細は募集要項で確認してください。海外
で収入を得ている場合は、海外の公的機関（国、州等）の証明書が必要です。父母等の家族に代わって家計
を支えている人がいる場合、その方の証明書が必要となる場合があります。
失業給付金、生活保護、遺族年金、障害者年金等を受給している場合は、関係書類の写しを提出していた
だきます。その他、状況に応じて、別途証明書の提出を求めることがあります。

⑤　その他
上記書類の他に、学生または家族の状況により必要な書類があります。（自宅外通学者の賃貸契約書 /長期
療養者の医療費明細書 /障害者手帳等）詳細は、各奨学金の募集要項を確認してください。
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Ⅲ 日本人（在留資格「留学」以外の外国人含む）
が出願できる奨学金

１．上智大学修学奨励奨学金
２．上智大学篤志家奨学金
３．その他の奨学金
４．家計急変者への特別措置
５．大規模災害被災学生対象の経済支援特別措置
６．高等教育の修学支援新制度（授業料等減免・給付奨学金）
7．日本学生支援機構奨学金（貸与型）
8．学外奨学金（地方公共・民間団体）
9．留学時の給付奨学金（交換留学・一般留学・短期留学）

10．教育ローン（国の教育ローン／上智学院提携教育ローン）
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Ⅲ 日本人（在留資格「留学」以外の外国人含む）が出願できる奨学金

１．上智大学修学奨励奨学金
〈対 　 象〉	� 　学修意欲が高いにもかかわらず、経済的理由によって学業の継続が困難と認められる学部

生及び大学院生。なお、学部または大学院在学継続（留年）生で、学費が「残余12単位減額」
「論文減額」の適用になる方は対象外です。

		�  　家庭の状況にもよりますが、世帯年収が給与収入で700万円（税込）、または営業所得等
で400万円を超える場合は採用が難しくなります。

		  　他の授業料減免にかかわる学内奨学金とは併給できません。

〈給 付 額〉
授業料相当額、授業料半額相当額、授業料 3 分の 1 相当額のいずれか

※2019年度以前入学の国際教養学部生の給付額については、学費が単位従量制のため、
　学期及びクォーターごとに下記の給付上限があります。

授業料相当額 授業料半額相当額 授業料1/3相当額

給付上限単位数（学期） 16単位 8単位 6単位

給付上限単位数（クォーター） 8単位 4単位 3単位

〈募集時期〉
対象者 掲示時期 出願時期 採否結果／給付方法 対象年度

①2022年度2次募集
　（全在学生） 2022年 3月 2022年 5月

2022年9月
2022年度秋学期の学費請求時に年
間採用額を減額。
すでに年間学費を完納の場合は返金。

2022年度授業料

②2022年度2次募集
　（2021年9月入学新入生） 2022年 9月 2022年 10月 2023年1月

すでに年間学費を完納の場合は返金。

2022年度秋学期
授業料及び

2023年度授業料

③2023年度1次募集
　（全在学生） 2022年 9月 2022年 10月

2023年1月
2023年度春学期の学費請求時に採
用額を減額。

2023年度授業料

※次年度の奨学金を希望する者は、原則③の 1 次募集に申し込むこと。
※①、②の2次募集については、一旦半期分の授業料を納入する必要があります。
※全在学生とは、学部生、大学院生、助産学専攻科学生、編入・学士・再入学生を含みます。
・ただし、在学継続（留年）生は、在学継続が正式に決定した後に申し込むことができます。
・留学（交換・一般）中の学生も申し込みできます。

〈その他特記事項〉
・�休学期間中は、奨学金は採用対象外となります。
・�休学期間中は奨学金の申し込みができないため、復学後すぐに学生センターに相談してください。
・�留学（交換・一般）中の奨学金は採用のままとなります。ただし、国際教養学部の授業料（単位従量制の
場合のみ）は、留学期間中請求されません。帰国後、奨学金の採用期間内に単位認定を終えて授業料が発
生した場合のみ、その期間の授業料に奨学金が反映されます。

〈採用実績〉2021年度� 2022年 2月現在
授業料相当額 授業料半額相当額 授業料1/3相当額 合計

採用人数 9 208 194 411
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２．上智大学篤志家奨学金
国内外の篤志家から提供され、それぞれの篤志家の意向に適合すると認められる、正規生の学部生または
大学院生に給付される奨学金です。出願制と推薦制の奨学金があり、どちらも学生生活委員会で選考の上、
学長が採用者を決定します。採用年度は1年限りですが、継続して採用されることを妨げません。原則、当
該年度の学費相当額を上限として併給が可能です。

〈以下は 2021 年度募集時の実績です。ただし、2021 年度は 2020 年度に引き続き新型コロナウイルス
の影響により、条件・時期等例年と変更しているものがあります。2022 年度も変更となる可能性があります〉

【出願によるもの】
　募集情報はLoyola 学生センター掲示板（奨学金）に掲示されます。

奨 学 金 名 対  象 条　　　　件 出願時期 採用時期 給付額 採用
人数

森
もり

善
よし

文
ふみ

・母子家庭父子家
庭支援

学部生
大学院生
専攻科生

経済的理由により学業の継続が困難
な母子家庭または父子家庭の学生 4月 6月 300,000円 4名

松本あす加・ドイツ語学科 ドイツ語
学科生

ドイツ語圏諸国への留学が決定し、
経済的理由により学業の継続が困難
な学生

4月 6月 74,000円
～175,000円 3名

理工学部同窓会 理工学部生
理工学研究科生

理工学部開講の「夏期・春期休暇
海外短期研修プログラム」に参加す
る学生

夏期：4月
春期：11月

夏期：6月
春期：1月 80,000円 1名

理工学部企業経営者の会
※隔年募集（2023年度募集予定）

理工学研究科
博士後期課程
1年次生

優秀な研究実績を収め、将来卓越し
た研究能力と学識をもって活躍する
ことが大いに期待される学生

4月 7月
月額150,000円
※修業年限まで
（継続審査有）

1名

教育学科 教育学科生
学業成績が良好で、経済的理由によ
り学業の継続が困難な学生
※教育学科による募集

4月 6月 59,000円
～172,000円 3名

竹島久子イギリス研究 学部3，4年次生
大学院生

経済的理由により学業の継続が困難
で、イギリス留学決定者、またはイ
ギリスに強い興味と関心を持ち、シェ
イクスピアをはじめとするイギリス
文学、政治、経済、外交、歴史等
イギリスを研究領域とする学生

6月 7月 200,000円
～1,000,000円 6名

川中なほ子 学部生
大学院生

学業成績が良好で、経済的理由によ
り学業の継続が困難な、神学又はJ・
H・ニューマンを研究対象とする学生
（原則として女子学生を対象とする）

10月 11月 300,000円 1名

フランク アンド
ジェーン・スコリノス 学部生

学業成績が良好で、経済的な理由
により学業の継続が困難な学生（東
日本大震災またはその他の大規模
災害の被災者を優先）

6月 7月 457,000円 1名

テイヤール・ド・シャルダン 学部4年次生
大学院生

テイヤール・ド・シャルダンの理想に
則して選定された題目に関する優秀
な論文を提出した学生

7～12月 1月 50,000円
～300,000円 4名

優心 心理学科生
関東地方を除く地域から進学した自
宅外通学生で、学業成績が良好か
つ経済的理由により学業の継続が困
難な学生

10月 11月 70,000円
～250,000円 5名

経済学部・経
けい

鷲
しゅう

会
かい

経済学部生
海外留学経験者、ボランティア、ゼ
ミ、部・サークル活動で成果を上げ
た学生（またはグループ）
※経済学部による募集

11月 12月 15,000円
～30,000円 8件

学生寮 学部生
大学院生

学業、課外活動、その他社会貢献
活動で活躍している学生 10月 1月 154,000円

〜200,000円 2名

UD TRUCKS GLOBAL 
CHALLENGE 
SCHOLARSHIP

学部1～3年次生
大学院博士前期
課程1年次生

グローバル社会における諸問題に関
心があり、将来グローバル企業等で
活躍をする高い志を持つ学生（英
語学力基準有）

10月 1月
上限100万円
（活動計画を
審査し決定）

1名

（株）ソフィアキャンパス
サポート生活支援

学部生
大学院生

家庭環境の急変により修学の継続が
困難となった学生

6月
9月

7月
10月 200,000円 24名
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【推薦によるもの】
　学部・研究科等からの推薦に基づき採用者を決定するため、学生が出願することはできません。

奨 学 金 名 推薦者 条　　　件 採用時期 給付額 採用
人数

哈
はる

爾
びん

濱学院顕彰 ロシア語学科長
ロシア・ソ連研究を志し、それを証する成果
をあげたロシア語学科生及び各研究科大学
院生

5月 152,500円
〜153,000円 3名

大泉 文学部長
総合人間科学部長

学業成績が良好で、経済的理由により学業
の継続が困難な文学部生及び総合人間科学
部生

6月 207,000円 2名

国文 国文学科長
国文学専攻主任

学業成績を含めて、極めて優秀と認められる
文学部国文学科生及び文学研究科国文学専
攻生

6月

学部生：
70,000円
大学院生：
141,000円

10名

セント・ルイス
フランス文学科長
フランス文学専攻

主任

文学部フランス文学科生及び文学研究科フ
ランス文学専攻生で、学科及び専攻の発展
に貢献した者、学業成績優秀者、経済的に
困窮している者

6月 45,000円
～150,000円 4名

ラッセル・ブラインズ 新聞学科長
学業成績が良好で、経済的理由により学業
の継続が困難な新聞学科3年次生または4
年次生

6月 78,000円 1名

CNA保険

文・総合人間科・法・
経済・外国語・
総合グローバル・
国際教養学部長

日本国籍を有し、学業成績が優秀で、文化、
政治、法律及び経済のいずれかの分野で国
際研究を行う学部3年次生または4年次生

6月 44,000円 7名

西村 イスパニア語学科長 学業成績が良好で、経済的理由により学業
の継続が困難なイスパニア語学科生 6月

55,000円
〜55,500円
※2019年度以前：

図書カード

3名

沼
ぬま

田
た

拓
たく

実
み

理工学部長
学業成績が良好で、経済的理由により学業の
継続が困難な化学分野を専攻する理工学部
生

6月 39,000円 1名

独文・独語 ドイツ文学科
ドイツ語学科長

経済的理由により学業の継続が困難なドイツ
文学科生及びドイツ語学科生 6月 53,000円 2名

神学部 神学部長
学業成績が優秀で経済的に学業の継続が困
難な、かつ神学部の理念に沿って社会貢献
できることが見込まれる神学科生

6月 113,000円
〜116,000円 4名

熊
くま

谷
がい

神学研究科委員長 学業成績を含めて、極めて優秀と認められる
神学研究科生 6月 100,000円 3名

創立100周年記念
上智・聖母看護 看護学科長 学業成績が良好で、経済的理由により学業

の継続が困難な看護学科生 6月 114,000円 22名

愛和会緩和ケア看護 看護学専攻主任
総合人間科学研究科看護学専攻で、がん・
緩和ケア看護の分野を学ぶ学業成績が優秀
な学生

6月 333,000円 2名

レモス 国際教養学部長 学業成績が良好で、経済的理由により学業
の継続が困難な国際教養学部生

春採用 6 月
秋採用 11月

152,000円
〜304,000円 4名

ソフィア・LAWファンド 法学部長 学業成績が優秀で明確な進路目標を持つ法
学部および法科大学院の学生

6月
12月

20,000円
〜30,000円
※2019年度以前：

図書カード

22名
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奨 学 金 名 推薦者 条　　　件 採用時期 給付額 採用
人数

経鷲会 経済学部長 学業成績を含めて、極めて優秀と認められる
経済学部生 11月 100,000円 7名

後援会 学生生活委員会 学業成績が良好で、経済的理由により学業
の継続が困難な学部生 11月 100,000円 50名

SOPHIAプレート 学生生活委員会 学業成績が良好で、経済的理由により学業
の継続が困難な学生 12月 100,000円 8名

英語学科先哲 英語学科長 学業成績が良好で、経済的理由により学業
の継続が困難な学部生 1月 116,000円

〜143,000円 8名

理工学部同窓会 理工学部長

本学理工学研究科博士後期課程への進学を
目指し、極めて優秀な成績を以て本学早期
卒業制度への適用が認められた学部3年次
生、博士前期課程1〜2年次生

2月 500,000円 1名

伊藤 鎭
まもる 理工学研究科

委員長

学業成績が良好で、海外の学会で研究成果
を発表する理工学研究科理工学専攻機械工
学領域の学生

通年 学会参加旅費の
一部等

2021
年度は
該当者
なし

原子物理学国際交流 理工学研究科
委員長

原子物理学を研究している大学院生のうち、
奨学金による補助が必要な留学生、あるい
は海外で開催される国際会議等での発表に
あたり奨学金による補助が必要な学生

通年 学会参加旅費の
一部等

2021
年度は
該当者
なし

フランシスコ・スアレス 法学研究科委員長
大学および入学試験の成績が優秀で、将来国
内外の様々な社会的要請に貢献できる優秀な
法曹に至る見込みのある法科大学院の新入生

入試
合格
通知時

入学初年度授業料の
全額・半額・1/3相当額

のいずれか
17名

３．その他の奨学金
〈以下は 2021 年度募集時の実績です。2022 年度は変更となる可能性があります〉

【出願によるもの】
　募集情報はLoyola 学生センター掲示板（奨学金）に掲示されます。

奨 学 金 名 対象 条　　　件 出願時期 採用時期 給付額 採用
人数

上智大学利子補給 学部生
大学院生

本学と提携する金融機関（オリエン
トコーポレーション、ジャックス、み
ずほ銀行、三菱UFJ銀行、三井住
友銀行、第一勧業信用組合） の提
携教育ローン（P.29参照）を契約
して学費を納入した学生

1月 2月

出願年度に支
払う提携ロー
ンの利息分
（上限あり）

若干名

上智大学大学院デュアル・
ディグリープログラム 大学院生

デュアル・ディグリープログラムに参
加する本学大学院博士前期課程の
正規生のうち、学業成績を含め極め
て優秀と認められる者

5月 6月

留学中の本学
授業料および
教育充実費相
当額

若干名
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【推薦によるもの】
　学部・研究科等からの推薦に基づき採用者を決定するため、学生が出願することはできません。

奨 学 金 名 推薦者 条　　　件 採用時期 給付額 採用
人数

上智大学大学院
博士後期課程研究者
育成奨学金
※2022年度新設

各研究科委員長
博士後期課程に在学し、明確な研究計画
を有し、鋭意研究に取り組み、学位取得
に充分到達すると研究科が判断する者

4月

理工学研究科
以外

300,000円,
理工学研究科
400,000円

-

上智大学
法科大学院法曹コース
特別
※2022年度新設

法学研究科委員長

本学法曹コースに在籍し、法学部から法
学研究科法曹養成専攻への進学を許可さ
れた者のうち、極めて優秀かつ在学中の
司法試験合格を目指す者

入試合格
通知時

授業料相当額
※修業年限まで
（継続審査有）

-

法科大学院在学生特別 法学研究科委員長

学業成績等が優秀で、将来国内外の様々
な社会的要請に貢献できる優秀な法曹に
至る見込みのある法科大学院の在学生
（修学奨励奨学金との併給不可）

前年度
3月

当年度授業料の
全額・半額相当額
のいずれか

15名

４．家計急変者への特別措置
家計支持者（父母）の失職・破産・会社の倒産・病気・死亡・離別等または火災・風水害による被災等に
より家計が急変した場合、特別措置を行います。通常の奨学金とは別途手続きが必要なため、学生センター
経済支援担当まで相談してください。

５．大規模災害被災学生対象の経済支援特別措置
大規模災害被災学生を対象に経済支援特別措置を行なっています。2022年度新入生、在学継続生及び
2021年度秋学期に休学していた在学生対象の特別措置については、2022年 4月上旬に Loyola 掲示板
及び大学ホームページに掲示します。また、新たに発生した災害については随時出願を受け付けますので、
学生センターに問い合わせてください。
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６．高等教育の修学支援新制度（授業料等減免・給付奨学金）
2020年度より住民税非課税世帯又はこれに準ずる世帯の学生を対象として、高等教育の修学支援新制度

（以下、「修学支援新制度」という。）が始まりました。この制度は国が行う「授業料等減免」と、日本学生支
援機構が行う「給付奨学金」の２つがあり、同時に両方の支援を受けることができます。いずれも給付型で
返還の必要がありません。
※�「授業料等減免」については、秋学期学費請求時に減免額の処理を行うため、春学期（新入生は入学時）はいっ
たん学費を納めていただく必要があります。（採用後、次年度以降は予め春学期学費請求額が減額されます。）
※最新情報は必ず Loyola 掲示板を確認するようにしてください。

（1）制度の概要
授業料等減免（国） 給付奨学金（日本学生支援機構）

概要 入学金および授業料の額を上限の範囲内で減免する。 学業に専念するために日本学生支援機構が採用者に
毎月支給する。

対象者

・住民税非課税世帯（第Ⅰ区分）およびこれに準ずる世帯（第Ⅱ区分、第Ⅲ区分）
・学部生かつ給付を受ける年度に修業年限内である者
※�期限内に申請を完了する必要があります。
※留学中（交換・一般）の方は、郵送対応又は保証人による代理出願が可能です。
※休学中の方は申請できません。復学後、申請できる時期を確認してください。
※�その他詳細な要件（高等学校等から大学入学までの期間、在留資格に係る基準等）については、別途学生センターで
配付している「給付奨学金案内」冊子を参照してください。

給付額

第Ⅰ区分
　入学金：200,000円／年（新入生のみ）
　授業料：700,000円／年
第Ⅱ区分
　第Ⅰ区分の3分の2の額
第Ⅲ区分
　第Ⅰ区分の3分の1の額
※�入学金・授業料が上記給付額よりも下回る場合はその
金額まで。

自宅通学／月額 自宅外通学／月額

第Ⅰ区分 38,300円
(42,500円 ) 75,800円

第Ⅱ区分 25,600円
(28,400円 ) 50,600円

第Ⅲ区分 12,800円
(14,200円 ) 25,300円

※ �（　）内の金額は生活保護を受けている生計維持者と同
居している者及び児童養護施設から通学する者が対象。

給付時期 学費請求時に減免又は後日返金 毎月振込

成績基準

■新入生（①～③のいずれかに該当すること）
①高校等の評定平均値が3.5 以上であること
②高校卒業程度認定試験の合格者であること
③�将来社会で自立し、活躍する目標を持って学修する意欲を有していることが、学修計画書等により確認で
きること
■在学生（①または②のいずれかに該当すること）
①GPA（累積）が在学する学部における上位1/2の範囲に属すること
②�修得した単位数が標準単位数以上（※）であり、かつ、将来社会で自立し、活躍する目標を持って学修す
る意欲を有していることが、学修計画書等により確認できること

（※）標準単位数＝卒業に必要な単位数／修業年限（4年）×在学年数

家計基準

次の（１）（２）のいずれにも該当すること（マイナンバー情報により日本学生支援機構が審査）
（１）収入基準　支給額算定基準額＝課税標準額×6%－（調整控除額＋調整額）（100円未満切り捨て）
収入・所得の上限額の目安は、「給付奨学金案内」冊子を参照してください。
第Ⅰ区分：本人と生計維持者の市町村民税所得割が非課税であること
第Ⅱ区分：本人と生計維持者の支給額算定基準額の合計が 100円以上 25,600円未満であること
第Ⅲ区分：本人と生計維持者の支給額算定基準額の合計が 25,600円以上 51,300円未満であること
（２）資産基準
本人と生計維持者（2人）の資産額合計が2,000万円未満（生計維持者が1人のときは1,250万円未満）
であること。

他の奨学金
との併給

■学内奨学金
授業料等減免を行う学内奨学金（新入生奨学金・修学奨励奨学金など）との併願は可能ですが、両方採用さ
れた場合、修学支援新制度の採用額が優先されます。ただし、学内奨学金の方が採用額が大きい場合に限り
差額を学内奨学金にて採用します。学内奨学金は取消又は採用額が減額されます。
■その他学内・学外奨学金
併給要件がそれぞれ規定されていますので個別に募集要項を確認してください。

採用実績
（2021年） 第Ⅰ区分：105名、第Ⅱ区分：38名、第Ⅲ区分：36名（うち家計急変採用者：4名）
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（２）継続手続・適格認定（毎年）
給付開始から卒業までの修業年限の間、継続して支援を受けるためには、年2回（春・秋学期）の継続手
続及び適格認定を受けることが必要です。適格認定とは、採用者が本支援を受ける学生として適切であるか、
家計基準及び学業成績の両面で審査・判定を行うことです。これにより、年度途中または次年度から採用区
分の変更や廃止（奨学金の支給打ち切り）となることがあります。

（３）申請から採用までの流れ〈2022 年度採用〉

新入生予約採用
〈2021年度に

採用候補者として決定済〉
在学採用

申請・手続
（高校で予約申請済）
・�進学届の入力、授業料等減免に関する申請書の提出（4
月）

2022年 4月 1日より大学HP、Loyola
の掲示板にて詳細を掲示します。
・申請書類一式の提出→審査（4月）

採用通知 給付奨学金：4月〜5月
授業料等減免：5月末

給付奨学金：7月
授業料等減免：7月末

給付開始
給付奨学金：4月又は5月より毎月振込
授業料等減免：秋学期学費請求時に減免又は返金

給付奨学金：7月より毎月振込
＊支援始期（4月）からの分はまとめて振込

授業料等減免：（同左）

継続手続・適格認定
（春学期）

7月～9月
・家計基準の審査（マイナンバー情報により日本学生支援機構が審査）
・採用区分の変更があった場合には、その旨の通知

継続手続・適格認定
（秋学期）

2022年 2～3月
・成績基準の審査（当該年度末までの累積GPA、修得単位数にもとづき大学が審査）
・�廃止や警告（支給は継続するが学業成績の向上に努めるよう指導）があった場合には、その旨の通知

※�秋学期に2回目の在学採用（2022年 10月を支援始期とするもの）を行う予定です。説明会及び申請に
関するスケジュールは別途 Loyola で通知します。

参考：
●文部科学省　『高等教育の修学支援新制度』
　「文部科学省　修学支援新制度」で検索
　https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/hutankeigen/index.htm

●日本学生支援機構　『進学資金シミュレータ』　（自身の世帯構成で収入基準に該当するか確認できます）
　「Jasso　進学資金シミュレータ」で検索
　https://shogakukin-simulator.jasso.go.jp/

●上智大学HP　『国による高等教育の修学支援新制度について』（保証人・学外の方向け）
　「上智　奨学金」で検索　　　（ホーム＞キャンパスライフ＞奨学金情報）
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７．日本学生支援機構奨学金（貸与型）
日本学生支援機構は、国の学生支援事業を総合的に実施する独立行政法人です。機構の事業の一環として
奨学金貸与事業があり、経済的理由により修学に困難がある優れた学生に対し、学資の貸与などを行うこと
により、国家及び社会に有為な人材の育成に資するとともに、教育の機会均等に寄与することを目的として
います。
この奨学金は、日本学生支援機構から貸与される奨学金で、第一種（無利子）・第二種（有利子）の２種類
があります。採用されると、卒業（修了）・退学まで毎月貸与され、卒業（修了）・退学後に所定の方法で返
還することが必要です。

（１）奨学金の概要
《学部・助産学専攻科》

第一種奨学金 第二種奨学金

利子 無利子

年利3％を上限とする利子付
＊「利率見直し方式」又は「利率固定方式」を選択
＊ 2021年 11月現在の貸与利率
- 利率固定方式：0.268%
- 利率見直し方式：0.004%

貸与月額
自 宅 通 学：20,000円～54,000円 から選択
自宅外通学：20,000円～64,000円 から選択

※入学年度により異なる

20,000円から120,000円までの
1万円単位から選択

成績基準
1年次

高校成績　評定平均 3.5 以上
※助産学専攻科生は学部成績上位

1/3以上 平均水準以上

2年次以上 前年度までの成績 上位1/3以上

家計基準
（※1）

給与所得（※２） 804万円
※入学年度により異なる 1147万円

給与所得以外（※３） 396万円
※入学年度により異なる 739万円

（※１）家計基準は、家族の状況により異なります。（上記は4人家族・自宅通学の場合の上限目安）
　　　また、併用貸与の場合、家計基準は「給与所得753万円、給与所得以外353万円」となります。
（※２）源泉徴収票の支払金額等で、給与所得控除前の収入金額
（※３）確定申告書等の売上（収入）金額から経費を差引いた税込営業利益等の所得金額

保証制度

・人的保証：�連帯保証人と保証人を選任します。連帯保証人は原則として父又は母、保証人は、父母を除く4
親等内の成年親族のうち、本人及び連帯保証人とは別生計かつ採用時に65歳未満の者です。（お
じ・おば・兄弟姉妹・いとこ等）

　　　　　　返還誓約書提出時に、連帯保証人の印鑑証明書及び収入証明書と保証人の印鑑証明書が必要です。
・機関保証：�保証料を支払うことにより、保証機関が連帯保証します。保証料は、毎月の奨学金貸与額から差し

引かれます。

募集時期

＊定期募集：毎年4月（Loyola 掲示板で願書配布及び出願期間を確認すること。）
＊予約採用：�在学している（在学していた）高校、専修学校（高等課程）で募集を行います。詳細は在学して

いる（在学していた）学校で確認してください。
＊緊急・応急採用：�主たる家計支持者の失職・死亡、災害等によって家計が急変した場合。（学生センター経済

支援担当まで申し出てください。）
＊臨時採用（不定期）：募集がある場合、Loyola 掲示板でお知らせします。

貸与開始月 2022年 4月～ 2022年 4月～9月で希望する月

初回振込 《予約採用》4～6月　《定期採用》7月8日（予定）

採用実績
《2021年》

145名 216名

＊併用貸与採用者を含む

※上記は2022年 1月時点の内容です。今後、制度内容が変更となる可能性があります。
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《大学院》
第一種奨学金 第二種奨学金

利子 無利子

年利3％を上限とする利子付
＊「利率見直し方式」又は「利率固定方式」を選択

＊2020年 11月現在の貸与利率
- 利率固定方式：0.268%
- 利率見直し方式：0.004%

貸与月額

博士前期 50,000円、88,000円 から
選択 50,000円、80,000円、100,000円、

130,000円、150,000円から選択
博士後期 80,000円、122,000円 から

選択

法科大学院 50,000円、88,000円 から
選択

50,000円、80,000円、100,000円、
130,000円、150,000円、190,000円

220,000円から選択

採用基準

出願者本人の総収入と学業成績を基準として、総合的に判断しています。
採用者数は年度によって異なります。
＊�出願者本人の総収入は、定職収入、アルバイト収入、父母等からの給付、奨学金、その他収入を合計した
ものです。配偶者がいる場合は、配偶者の定職収入もこれに含めます。

保証制度

・人的保証：�連帯保証人と保証人を選任します。連帯保証人は原則として父又は母、保証人は、父母を除く4
親等内の成年親族のうち、本人及び連帯保証人とは別生計かつ採用時に65歳未満の者です。（お
じ・おば・兄弟姉妹・いとこ等）

　　　　　返還誓約書提出時に、連帯保証人の印鑑証明書及び収入証明書と保証人の印鑑証明書が必要です。
・機関保証：�保証料を支払うことにより、保証機関が連帯保証します。保証料は、毎月の奨学金貸与額から差し

引かれます。

募集時期

＊定期募集：毎年4月（Loyola 掲示板で願書配布及び出願期間を確認すること。）
＊予約採用：入学前年の10月
＊緊急・応急採用：�主たる家計支持者の失職・死亡、災害等によって家計が急変した場合。（学生センター経済

支援担当まで申し出てください。）
＊臨時採用（不定期）：募集がある場合、Loyola 掲示板でお知らせします。

貸与開始月 2022年 4月～ 2022年 4月～9月で希望する月

初回振込 《予約採用》4月～5月  《定期採用》6月10日（予定）

採用実績《2021年》＊第一種と第二種の併用者を含む

博士前期 50名 6名

博士後期 4名 0名

法科大学院 2名 4名
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（２）留学期間中の奨学金貸与について
留学奨学金継続
原則として留学期間中は貸与が一旦休止となりますが、本人が願い出て、日本学生支援機構が認めた場合に、
留学中の奨学金貸与を認められることがあります。希望する場合は、事前に学生センター窓口（経 済支援担当）
に相談してください。

第二種奨学金（短期留学）
【現在奨学金の貸与を受けている学生】
留学中に一時金として留学時特別増額貸与奨学金（10万、20万、30万、40万、50万のうち、いず
れかを選択）を希望する場合、「第二種奨学金（短期留学）」に申込の上採用される必要があります。

【現在奨学金の貸与を受けていない学生】
3ヶ月以上1年以内で留学中のみ貸与できる「第二種奨学金（短期留学）」があります。申込時期は留学開
始月によって異なりますので、Loyola 掲示板を確認してください。

〈参考〉 2022年度募集スケジュール（予定）
留学開始時期 Loyola 掲示 出願期間 採用候補者の決定

1回目 2022年 4月～7月 2021年 12月中旬 2022年 1月上旬 2022年 2月下旬頃

2回目 2022年 8月～11月 2022年 3月中旬 2022年 4月下旬 2022年 6月下旬頃

3回目 2022年12月～2023年3月 2022年 6月中旬 2022年 8月中旬 2022年 10月下旬頃

（３）採用後の手続き
日本学生支援機構奨学金奨学生に採用されると、緊急採用・応急採用を除き、採用された時点から卒業（修
了）・退学するまで奨学金が貸与されますが、その間に下表の手続きが必要となります。

時期 手続 内容

採用時 採用手続

① 採用者ガイダンスに出席し、奨学生証等の受領
② 返還誓約書を作成・提出の義務があります。（採用直後）
：連帯保証人・保証人の自署・捺印及び所得証明書等の提出
＊ 所得証明書等の書類は、出願時提出した書類とは別のものが必要です。

各年度 秋学期 継続手続 奨学生が継続願の提出（インターネット送信）を行います。
未提出者は、次年度奨学金の貸与継続ができません。

各年度末 適格認定 奨学生としての適格性を有するか大学が審査します。
成績不良者は、次年度貸与が停止（廃止）されます。

貸与終了年度秋学期 返還手続

① 返還説明会に出席
：最高年次の奨学生は参加必須です。
② リレー口座の加入
③ 貸与終了の7ヵ月後から返還開始（口座振替）

※手続の時期や方法は変更される場合があります。掲示版を必ず確認してください。
※留学・休学・退学する場合や貸与月額等を変更する場合は、別途手続が必要です。
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（４）返還について
日本学生支援機構奨学金は貸与の奨学金であるため、卒業（修了）・退学後返還する必要があります。貸与
終了年度の秋学期には「返還説明会」を行います。貸与終了の7ヵ月後から奨学金の返還が始まります。

【2021 年度 第一種奨学金（人的保証）に採用された 1 年次生の貸与総額・返還計画】
貸与月額
（円）

貸与期間
（ヵ月）

貸与総額
（円）

返還月額
〈例〉（円）

返還回数
〈例〉（回・年）

学部（自宅外の場合） 64,000 48 3,072,000 14,222 216回・18年

大学院博士前期課程
法科大学院（2年制） 88,000 24 2,112,000 12,571 168回・14年

大学院博士後期課程 122,000 36 4,392,000 18,300 240回・20年

＊�日本学生支援機構のホームページには、その他の貸与月額や有利子の第二種奨学金を借用した場合の例も
掲載されています。また、奨学金貸与・返還シミュレーションページ（日本学生支援機構）で、奨学金の
貸与額別返還額や回数等の試算ができます。
- 日本学生支援機構ホームページ：http://www.jasso.go.jp/
- 奨学金貸与・返還シミュレーション：https://simulation.sas.jasso.go.jp/simulation/

（５）業績優秀者返還免除制度について
第一種（無利子）奨学金に採用となった大学院生で、貸与中に特に優れた業績を挙げた者は、「業績優秀者
返還免除制度」に出願することができます。出願時期等詳細については、貸与終了年度の12月頃に Loyola
掲示板でお知らせします。
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８．学外奨学金（地方公共・民間団体）
学外の奨学金としては、財団法人・民間企業などの民間団体や地方自治体等が奨学生を募集しており、学
生センターで取扱っています。それぞれ給付・貸与・補助・助成の別、出願方法、募集対象者、採用基準、
採用者数、給付（貸与）額などが異なります。各団体の奨学金一覧は、「地方公共・民間団体奨学金一覧」を
参照してください。

・大学から推薦されても、各奨学団体の選考・審査の結果、不採用になることもあります。
・�学外奨学金に採用された場合には、上智大学の代表としての自覚を持ち奨学生としてふさわしい行動をと
り、学業にもより一層励んでください。
・�大学推薦の奨学金の場合、いずれかの奨学金に推薦中の学生は原則として他の奨学金への推薦を受けるこ
とはできません。

〈出願方法〉
大学推薦……出願希望者を募り、学内選考を経て大学から推薦するもの
取りまとめ…出願書類を大学経由で募集団体へ提出するもの
直接応募……出願希望者が直接募集団体に出願書類を提出するもの

〈出願資格等〉
出願資格・条件は各団体により異なりますので、Loyola の募集掲示を確認してください。

〈「地方公共・民間団体奨学金一覧《2021 年度奨学金募集分》」について〉
各団体の2021年度奨学金募集実績です。2022 年度は募集の有無・内容、出願時期等が変更となる可

能性がありますので、出願を希望する場合は Loyola の募集掲示で最新の情報を必ず確認してください。
・地方公共・民間団体奨学金一覧は、給付、貸与、補助・助成の順に掲載しています。
◆給付 … 原則として返還する必要がありません。
◆貸与…貸与終了後、奨学金の返還が始まります。返還期間、時期については団体によって異なります。
◆補助・助成 … 団体指定の貸与奨学金の返還補助、または助成を行います。
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地方公共・民間団体奨学金一覧 《2021 年度奨学金募集実績》
募集情報は Loyola 学生生活掲示板（奨学金）に掲示されます。

〈給付〉
出願
時期 団体名・奨学金名 出願

方法 対象 金額（給付期間） その他の条件 併給 出願者
数

採用者
数

4月 アイザワ記念育英財団 大学推薦 大学院生 45,000円 /月（修業年限）
・�学業・人物ともに優れている者
・�経済的理由により修学が困難であると認められる
者

条件付 2 0

4月 あしなが育英会 取りまとめ 学部生
70,000円 /月（修業年限）
内訳　給付：30,000円
　　　貸与：40,000円

・�保護者が、病気、災害、自死などで死亡、あるいは著
しい後遺障害を負い、教育費に困っている家庭の者
・�経済的に特に困っていると認められるものに限り、月
額5万円貸与

可 3 3

4月 アドヴァン山形育英会 取りまとめ 学部生
大学院生 30,000円 /月（1年間）

・学業優秀、品行方正心身ともに健康である者
・�自らの夢や目標に向けて学ぶ意欲がありながらも
経済的支援を必要とする者

条件付 6 1

4月 池田育英会トラスト 直接応募 学部2～4年次生
大学院生 17,000円 /月（修業年限）

・�愛媛県内の高等学校を卒業している者または保
護者が愛媛県内に居住している者
・�学業・人物共に優秀で経済的支援の必要な者

可 - -

4月 伊勢丹奨学会 大学推薦 学部1年次生 30,000円 /月（修業年限）

・�経済学部生
・�学業・人物ともに優秀、修学可能な心身で学資
の支弁が困難と認められる者
※収入・�学力基準有

可 1 1

4月 磯野育英会 大学推薦
学部1年次生
博士前期1年次生
博士後期1年次生

35,000円 /月（修業年限）
・�日本国籍
・�学業・人物ともに優秀かつ健康であり学資の支弁
が困難と認められる者

可 2 0

4月 いであ環境・文化財団 大学推薦 学部2年次生以上
大学院生 200,000円 /年（1年間）

・�環境分野を学び、将来環境分野で活躍することを
志す者
※成績基準有

可 0 0

4月 いやさか奨学金 直接応募 博士前期1年次生 480,000円 /年（2年間）
・理工系研究科
・日本国籍　　・30歳未満
※成績・収入基準有

可 - -

4月 岩國育英財団 直接応募 学部1年次生 250,000円 /年（修業年限）
給付総額100万円（4年間）

・�与えられた枠組みの中で機能する人材ではなく自 
ら新しい枠組みを創造しようとする者 可 - -

4月 エイブル文化振興財団 直接応募 学部生 100,000円 /年（1年間 )
・�学業優秀、品行方正であり、かつ経済的な支
援を必要とする者
・将来、グローバルに活躍する夢を持つ者

可 - -

4月 エフテック奨学財団 大学推薦

学部2年次生以上
博士前期1年次生�
博士後期1年次生�
法科大学院1年次生

30,000円 /月
（継続申請で修業年限）

・学修意欲が高く優れた者
・将来社会に貢献できる有用な活動を目指す者
※年齢制限有

可 15 1

4月 オーディオテクニカ奨学会 大学推薦 学部2～4年次生
博士前期生 20,000円 /月（修業年限）

・理工学部生又は理工学研究科生
・�学業・人物ともに優秀かつ健康で学費の支弁
が困難な者

可 3 1

4月 岡本育英奨学金 直接応募 学部3年次生 480,000円 /年（2年間）
・経済学部生
・日本国籍　　・25歳以下
※成績・収入基準有

可 - -

4 月 樫山奨学財団 大学推薦 学部1年次生 40,000円 /月（修業年限）
・�学業・人物ともに優秀で、かつ修学可能な心身を 
持ち、学資の援助を受けることが必要であると認
められる者

条件付 2 1

4月 唐神基金 取りまとめ 学部生 240,000円 /年（1年間）
※優待券を支給

・�観光業若しくは旅館・ホテル宿泊業に興味があ
り、自分なりの提案を持っている者
※収入基準有

可 0 0

4月 キーエンス財団 直接応募 学部1年次生 80,000円 /月（修業年限）
40,000円（一時金）

・日本国籍を有する者
・経済的な支援を必要とする者 条件付 - -

4 月 楠田育英会 取りまとめ 学部2年次生以上 30,000円 /月（修業年限）

・�学業・人物ともに優秀かつ健康で学費の支弁が
困難な者
・�学内外での活動・ボランティア活動などの実践活
動を積極的に行っている者

可 2 2

4月 久保育英奨学金 直接応募 学部3年次生 480,000円 /年（2年間）
・法学部生
・日本国籍　　・25歳以下
※成績・収入基準有

可 - -

4 月 国土育英会 大学推薦 学部生
大学院生 18,000円 /月（修業年限）

・�学業・人物ともに優秀で、かつ健康であって、学
業の維持のために奨学金が必要と認められる
者
※成績・�収入基準有

可 0 0

4月 寿財団 直接応募 学部3年次生 40,000円 /月（2年間）

・日本国籍を有する者
・�学業優秀であるにもかかわらず、経済的な理由
で学費の支弁が困難である者
※収入・学力基準有　※年齢制限有

可 - -

4 月 埼玉学生誘掖会 大学推薦 学部1年次生 250,000円 /年（修業年限）

・�埼玉県出身者の子弟
・�埼玉県内高等学校長の推薦を受けた者
・�学業・心身ともに優良であり、かつ学費の支弁が
困難と認められる者

条件付 0 0

4月 サカタ財団 直接応募 学部2年次生 70,000円 /月（修業年限） ・学業優秀である者 不可 - -

4 月 佐藤奨学会 大学推薦 学部生
大学院生

学部生	 25,000円/月
大学院生	 30,500円/月
（修業年限）

・�学業・人物ともに優秀で、かつ健康であり、学資
の支弁が困難と認められる者
※学力・収入基準有

可 5 1

4月 CTC未来財団 直接応募 学部1年次生 60,000円 /月（修業年限）
・20歳以下
・学業優秀・品行方正であるもの
※成績・収入基準有

可 - -
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出願
時期 団体名・奨学金名 出願

方法 対象 金額（給付期間） その他の条件 併給 出願者
数

採用者
数

4月 JPC奨学財団 直接応募 学部生
博士前期生 20,000円 /月（修業年限）

・理工学部・理工学研究科生
・日本国籍を有する者
※年齢制限有

条件付 - -

4月 篠原育英会 大学推薦 学部2・3年次生 200,000円 /年（1年間）
・日本国籍
・�成績優秀で学費の援助が必要であると認められ
る者

可 2 1

4月 篠原欣子記念財団 直接応募 学部1・3年次生 30,000円 /月（2年間）
（継続審査で修業年限）

・�社会福祉学科の1・�3年生
・�将来社会福祉施設または幼児教育施設での就業
を希望している者
※収入基準有

可 - -

4月 春秋育英会 大学推薦 学部生 30,000円 /月（修業年限）

・�心身健全、学力優秀かつ経済的理由により修学
が困難な者
・�修了時の年齢制限有
※収入基準有

可 2 2

4月 千賀法曹育英会 大学推薦 法科大学院生

100,000円 /月
内訳　給付：30,000円
　　　貸与：70,000円（無利子）
（1年または2年間）

・�研究科委員長から推薦された者（応募はできない） 可 0 0

4月 高島君子記念看護奨学基金 大学推薦 学部3年次生 30,000円 /月（修業年限）
・看護学科生
・高齢者看護を中心とした分野を志す者
・経済的理由により修学が困難と認められる者

条件付 0 0

4月 鷹野学術振興財団 直接応募 学部1～3年次生
博士前期1年次生 600,000円 /年（1年間）

・�科学技術関係（電気電子工学、光学関連、画
像処理関連、機械工学、物理学、情報工学、
材料工学、化学関連、医療機器関連、健康・
福祉関連、環境・エネルギー関連、農学・機能
性食品等）を専攻している者
・�卒業後、製造業への就職を希望している者

条件付 - -

4月 朝鮮奨学会 直接応募 学部生
大学院生

学部生　　　　　　　25,000円 /月
博士前期生・法科生　40,000円 /月
博士後期生　　　　　70,000円 /月
（1年間）継続可

・韓国、朝鮮国籍（永住者、定住者、留学）
・成績が優良で学費の支弁が困難な者
※法科大学院（3年制）は2年次以上
※年齢制限・成績基準有

可 - -

4月 朝鮮人奨学生 直接応募 学部生 1年次生　　 160,000円 /月（1年間）
2～4年次生 200,000円 /月（1年間）

・�在日朝鮮人学生
・国籍不問（朝鮮半島にルーツを持つ者）
※留学生不可

条件付 - -

4月 ツツミ奨学財団 取りまとめ 学部1年次生 45,000円 /月（修業年限）

・日本国籍
・埼玉県内の高等学校を卒業した者
・�学業優秀、品行方正、身体強健であり、経済
的理由で修学が困難な者

可 0 0

4月 東京海上各務記念財団 大学推薦 学部2年次生 45,000円 /月（修業年限）

・�法学部、経済学部、外国語学部、国際教養学部、
総合グローバル学部
・人格高潔にして、学業の成績が優秀な者
・�家計の実情が学資を支出するに困難であると認
められる者

条件付 3 1

4月

同盟育成会古野奨学生 大学推薦

学部3年次生 40,000円 /月（修業年限）

・�4月に学部3年次に進級し、ジャーナリズム研
究者を目指し勉学に励んでいる者
・�志操堅固、健康優良で、学業成績優秀な者
・学費の援助が必要と認められる者

可

0 0

4月 博士前期1年次生 60,000円 /月（修業年限）

・�4月に博士前期課程1年次に進学し、ジャーナ
リズム、マスコミ関係の研究に従事する者、ま
たはジャーナリストを目指している者
・�志操堅固、健康優良で、学業成績優秀な者
・学費の援助が必要と認められる者

2 2

4月 戸部眞紀財団 直接応募 学部3年次生以上
大学院生 50,000円 /月（1年間）

・化学・食品化学・経営学の分野を学んでいる者
・30歳以下
・�学業や研究により一層の深化、発展が期待され
る者

可 - -

4 月 富山文化財団 直接応募 学部生 300,000円 /年（1年間）

・「楽しく豊かな遊び文化」「子供の遊育と健やか
な成長」「日本のものづくり」のいづれかに関
わる事項について目標をもって学業に取り組ん
でいる者
・�学業優秀、品行方正であり、かつ経済的な支
援を必要とする者

可 - -

4 月 中辻創智社 直接応募 法科大学院生
（入学予定者） 30,000円 /月（修業年限）

・�理系大学・大学院出身で、法科大学院に在籍し
ている者または進学予定者
※年齢制限有

可 - -

4 月 中部奨学会 大学推薦 学部生
大学院生

学部生　　　　35,000円 /月
大学院生　　　60,000円 /月
（修業年限）

・人物・学業ともに特に優れている者
・�健康にして経済的理由により著しく修学困難な
者

可 7 0

4月 中村育英奨学金 直接応募 学部3年次生 480,000円 /年（2年間）
・経済学部生
・25歳以下
※成績・収入基準有

可 - -

4 月 日揮・実吉奨学会 大学推薦 学部生
大学院生 300,000円 /年（1年間）

・日本国籍
・理工学部・理工学研究科生
・�学業・人物ともに優れかつ健康であって、経済
的に必要と認められる者
※�年齢制限有、日本学術振興特別研究員は応募
不可

可 6 2

4月 日清食品・安藤百福
Scholarship 大学推薦 大学院生 1,000,000円 /年（1年間） ・日本国籍

・食科学に関連する研究を行う者 可 0 0

4月 日新製糖奨学育英基金 大学推薦 学部3・4年次生 30,000円 /月（修業年限）
・東京都に居住する者
・�学業・人物ともに優秀かつ健康な学生であって、
経済的により修学の継続が困難と認められる者

可 1 1

〈給付〉
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出願
時期 団体名・奨学金名 出願

方法 対象 金額（給付期間） その他の条件 併給 出願者
数

採用者
数

4月 似鳥国際奨学財団 直接応募 学部生
自宅　　　　50,000円 /月
自宅外　　　80,000円 /月
（原則1年間）

・日本国籍
・�国際理解と国際間の友好親善に寄与できる者
・�学業・人物ともに優秀であり、健康である者

条件付 - -

4月 日本教育文化財団 直接応募 学部1年次生 20,000円 /月（修業年限）

・日本国籍
・�経済的な理由により学費の支弁が困難であり、
学業優秀且つ品行方正である者
※年齢制限有

可 - -

4月 日本証券奨学財団 大学推薦
学部2年次生
博士前期1年次生
博士後期1年次生

学部生　　　自宅　　35,000円 /月
　　　　　　自宅外　45,000円 /月
博士前期生　自宅　　40,000円 /月
　　　　　　自宅外　50,000円 /月
博士後期生　自宅　　45,000円 /月
　　　　　　自宅外　55,000円 /月
（修業年限）

・�学部長、研究科委員長から推薦された者（自
分では応募できない） 条件付 14 3

4月 野島財団 直接応募 学部2・3年次生 50,000円 /月（修業年限） ・�学業に対して熱意を持って取組み、社会に対す
る貢献意欲の高い者 条件付 - -

4月 平山教育財団 大学推薦 学部1年次 10,000円 /月（修業年限） ・東京都に住民票を有し、居住する者 可 0 0

4月 ペイン記念奨学金 取りまとめ 大学院生 年間授業料の補助（2年間）
※年間100万円を限度

・社会福祉を学ぶ者
・学業優秀である者 可 0 0

4月 マース奨学財団 大学推薦 学部生 50,000円 /月（1年間） ・日本国籍・品行方正
・志操堅固・健康で学業成績が優秀である者 条件付 12 2

4月 松尾金藏記念奨学基金 大学推薦 博士前期1年次生
博士後期1年次生 1,000,000円 /年（修業年限）

・�文学、哲学、言語学、人文地理学、文化人類学、
教育学、心理学、社会学、史学等を学ぶ者
・�品行方正、健康で学業成績が優秀な者
※収入・年齢制限有

不可 2 0

4月 松原奨学財団 大学推薦 学部2・3年次生 30,000円 /月（2年間）
・心身ともに優れている者
・日本国籍　　・23歳未満
※成績・収入基準有

可 6 0

4月 マブチ国際育英財団 直接応募 学部1・2年次生
入学一時金30万円 (1年生のみ）
100,000円 /月（1年間）
※継続有

・経済的に困窮し就学困難な者
・健康で学業成績優秀な者
※成績・収入基準有

条件付 - -

4 月 三菱UFJ信託奨学財団 大学推薦 学部2年次生
大学院生

学部生　　35,000円 /月
大学院生　55,000円 /月
（修業年限）

・�法、経済、外国語、総合グローバル、国際教養、
理工学部生
・�健康で、学業成績、人物ともに優れている者
※収入・年齢制限有

可 9 3

4月 村尾育英会 大学推薦 学部2年次生 36,000円 /月（修業年限）

・�兵庫県出身（兵庫県内の高等学校の卒業生で
あること）
・�心身ともに健康で、成績が学部（または学科）
で上位1/3以内を維持できる見込みがある者
※収入・年齢制限有

可 2 1

4月 山村章奨学財団 直接応募 学部3年次生 480,000円 /年（2年間）
・工学系学部
・25歳以下
※成績・収入基準有

可 - -

4 月 米濱・リンガーハット財団
奨学金 取りまとめ 学部2～4年次生

大学院生 20,000円 /月（修業年限） ・鳥取県・長崎県の高等学校を卒業した者
※年齢制限・所得用件・成績基準有 可 0 0

4月 守谷育英会 取りまとめ 学部生
大学院生 120,000円 /月（修業年限） ・�学業・人物ともに優秀であって、学資の支弁が

困難な者 可 6 0

4月 ユニオン奨学金 直接応募 学部生 30,000/ 月
（修業年限）

・社会に役立つ夢を持った者
・�学業優秀、品行方正かつ経済的な支援を必要
とする者

可 - -

4 月 ライフシフト奨学金 大学推薦 学部2年次生
博士前期1年次生

学部生　　　50,000円 /月
博士前期生　60,000円 /月
（修業年限）

・日本国籍
・�社会人として就労経験が3年以上（通算）あ
る者

条件付 0 0

5月 川村育英会 大学推薦
学部2年次生 30,000円 /月（修業年限） ・�化学系を専攻する者

・�成績証明書記載の学業成績に占めるAの割合
が50%以上の者
※収入基準有

可
0 0

博士前期1年次生 60,000円 /月（修業年限） 0 0

5月 木原育英奨学金 直接応募 学部3年次生 480,000円 /年（2年間）
・理工系学部に在籍する学部3年次生
・日本国籍
※成績・収入基準有

可 - -

5月 中村積善会（給費）

大学推薦 学部生
大学院生

40,000円 /月（修業年限）
・�優秀な資質を有し、家庭的に不遇にして奨学金
返還困難と認められる者
※収入・成績基準有

可 8 1

5月 中村積善会
（給費併用型貸費）

80,000円 /月
内訳 給付30,000円
　　 貸費50,000円（無利子）

・�優秀な資質を有し、学費の支弁が困難な者
※収入・成績基準有 条件付 0 0

5月 原工学育英奨学金 直接応募 学部3年次生
博士前期1年次生 40,000円 /月（2年間）

・�日本国籍
・工学系学部・工学系研究科に学ぶ者
・学費の支弁が困難な者
※年齢制限有

可 - -

5月 福岡育英会 大学推薦 学部生 300,000円 /年（修業年限）
・�理工学部、総合人間科学部社会福祉学科生
・�品行方正で学業に熱心であり、学資の支弁が
困難であると認められる者

可 4 4

5月 升本学術育英会 大学推薦 学部2年次生以上
大学院生

通常：40,000円 /月
増額：80,000円 /月
（修業年限）

・�法律を修め、学業・人物ともに優秀かつ、健康
である者
※家計基準有

可 1 1

〈給付〉
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出願
時期 団体名・奨学金名 出願

方法 対象 金額（給付期間） その他の条件 併給 出願者
数

採用者
数

5月 山根奨学基金 大学推薦 学部3・4年次生 300,000円 /年（1年間） ・�国際社会に貢献する意志と情熱を持つ女子学生 可 2 1

6月 昭和池田記念財団 大学推薦 大学院生 150,000円 /月 ・�理工学研究科長から推薦された者（自分では
応募できない） 不可 1 1

7月 大学女性協会 大学推薦

（一般奨学生）
大学院生 200,000円（一時金）

・�大学院に在籍1年以上の女子学生
・学業・人物ともに優れた者
・�翌年 2月末日に、現在の大学に在籍であるこ
と

可

1 0

（社会福祉奨学生）
学部生
大学院生

学部生　　　100,000円
大学院生　　200,000円
（一時金）

・�学部・大学院に在籍1年以上の女子学生
・�身体に障害があり、かつ学業・人物ともに優れ
た者
・翌年2月末日に、現在の大学に在籍であること
・身体障害者手帳の交付を受けていること

0 0

7月 ひよこ奨学財団 取りまとめ 学部2年次生以上 30,000円 /月（修業年限） ・�自然科学・環境技術等の分野を学んでいる（学
ぼうとしている）者 可 1 1

7月 丸和財団 取りまとめ 学部2年次生 50,000円 /月（18ヶ月間）
・�物流・流通経済・ロジスティクス・サプライチェー
ンに関連する専門分野を学んでいる者または学
ぶ意思を有している者

条件付 0 0

8月 有馬育英会 大学推薦 助産学専攻科生 100,000円 /月（1年間） ・�助産学専攻科主任から推薦された者（自分で
は応募できない） 可 1 1

8月 関通奨学金制度 直接応募 学部3年次生 480,000円 /年（2年間）
・理工学部生
・日本国籍　　・25歳以下
※成績・収入基準有

可 - -

9 月 高久国際奨学財団 直接応募 博士後期生 70,000/ 月（1年間）

・�博士後期課程入学が許可されている者も出願可
・�学業・人物ともに優秀で、かつ自身の研究に対
して積極的に国内外に向け発信していく博士後
期課程の学生

不可 - -

9月 津久井督六記念財団 直接応募 学部2・3年次生 200,000円（年額）
（修業年限）

・�高齢者福祉および介護業界で働く意思をもって
いる者
・学業が優れ、品行が正しく、かつ健康である者

可 - -

9月 本庄国際奨学財団 直接応募 大学院生

選択
200,000円 /月 1年～2年間
180,000円 /月 3年間
150,000円 /月 4年～5年間
（修業年限）
国際学会に出席する為の費用等
（奨学金支給規程に基づく）

・日本国籍
・在籍期間が残り1年未満の者は応募不可
・�修了後、母国において勤務をすることを確約で
きる者
・年齢制限有

不可 - -

10月 荒井芳男記念財団 直接応募 学部２年次生以上 100,000円 /年（1年間） ・機械系・化学系・電気系を学んでいる者 可 - -

10月
軌道修正型奨学金
『逸男記念・再チャレンジ
奨学金』

直接応募 学部生 50,000円 /月（修業年限）

・社会福祉学科または看護学科生
・�過去に日本の大学または専門学校を卒業 (中退
を含む )したが、何らかの事情で方向を変え、
新たに医療・福祉・看護等を学ぶため希望して
進学した者

可 - -

10月 生涯学習開発財団 直接応募 大学院生
（博士後期） 500,000円 /年（1年間）

・�50歳以上
・�日本国内に在住しており日本語での論文が作成
可能な者
・�大学院博士後期課程に在籍もしくは論文博士号
の取得希望者

可 - -

10月 大学女性協会東京支部
チャレンジ奨学金 取りまとめ 学部3年次生 200,000円 /年（一時金）

・�2 年以上の就労経験の後に大学で学ぶ学部3
年次の女子学生
・�卒業後は再び就業し、自らのステップアップの
みならず広く社会に貢献できる者

可 0 0

10月 山田長満奨学会 直接応募 学部生
大学院生 120,000円 /月（1年間）

・�優秀な学力と穏健な性格を持ち、心身ともに健
全な者
・在籍中に海外留学する者は除く
※年齢制限有

可 - -

11月 MMS奨学金 直接応募 博士後期入学予定者 100,000円 /月（2年間） ・�独占禁止法及び関連法令並びに競争政策を専
攻する者 可 - -

11月
さぽうと21
坪井一郎・仁子
学生支援プログラム

直接応募 学部3・4年次生
大学院生

学部生　　400,000～800,000円 /年
大学院生　600,000～1,000,000円 /年
（1年間）

・�日本在住の外国籍または元外国籍の学生でa
またはbのどちらかに当てはまる者
aインドシナ難民・条約難民及びその子弟
b�中国帰国者三世、日系人（中南米など）二世・
三世
※�上記と同等の事情があるとみなされる外国籍・
元外国籍の学生も対象

・進学見込みも可

可 - -

11月 CWAJ海外留学大学院
女子奨学金 直接応募 大学院生 3,000,000円 /年（1年目）

2,000,000円 /年（2年目）

・�年度内に海外の英語を主要言語とする大学院・
研究機関から翌年度の学位取得のための入学許
可を経て原則として翌年中に渡航・入学する者
※�語学力基準有

条件付 - -

11月 CWAJ視覚障害学生
海外留学奨学金 直接応募 学部生

大学院生 3,000,000円 /年（1年間）

・�身体障害等級表による級別1-6 級視覚障害者
で、年度内に海外の大学や大学院等から翌年
度の入学許可を経て原則として翌年中に渡航・
入学する者
・�募集要項・出願書類は6月以降ダウンロード可

条件付 - -

11月 CWAJ視覚障害学生
奨学金 直接応募 学部3年次生

大学院生 1,500,000円 /年（1年間） ・�身体障害等級表による級別1-6級視覚障害者 条件付 - -

11月 ソフトバンクAI 人材育成
奨学金 大学推薦 学部4年次生 80,000円 /月（修業年限）

40,000円（一時金）

・�博士前期課程に進学し、人工知能（AI）分野（情
報工学、情報科学、統計学等）の学修・研究
に取り組む者

可 0 0

〈給付〉
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出願
時期 団体名・奨学金名 出願

方法 対象 金額（給付期間） その他の条件 併給 出願者
数

採用者
数

11月 ドイツ「惠光」研究奨学生 直接応募 大学院生 1,200ユーロ /月（1年間）
・仏教研究に携わっている者
・日本文化研究・啓蒙活動に携わっている者
※年齢制限有

不可 - -

12月 FASID 奨学金プログラム 直接応募 博士後期生 2,000,000円（年額上限）

・�地球規模の課題を含む国際開発研究分野にお
ける博士の学位取得を目的とする者
・�将来国際開発関連分野において実務者として活
躍する意思のある者

条件付 - -

12月 SUNBORSCHOLARSHIP 直接応募 博士後期生 60,000円 /月（最長3年）
・�理工学研究科博士後期課程に進学希望または
在籍 している者
・生物有機化学分野を学ぶ者

可 - -

12月 さぽうと21生活支援プロ
グラム 直接応募 学部生 20,000円 /月（1年間）

・�日本在住の外国籍または元外国籍の学生でa
またはbのどちらかに当てはまる者
a �インドシナ難民・条約難民・第三国定住難民と
その子弟
b �日系定住者 ( 中南米など)または中国帰国者
の子弟

可 - -

12月 TCS奨学会 直接応募
学部2〜4年次へ
または大学院2年次へ

進級予定者
50,000円 /月（1年間） ・日本国籍

・情報系の学部・学科に在籍している者 可 - -

1月 ウェスレー財団 大学推薦

学部2〜4年次へ
前期2年次 /
後期2・3年次へ
進級予定者

上限500,000円 /年（学納金のみ） ・�勉学以外の様々な活動にも積極的に参加し、
成長しようと励んでいる者 可 5 2

2月 都築国際育英財団 大学推薦 学部生 30,000円 /月（1年間）
・�日本国籍
・学業・人物ともに優秀で心身ともに健康である者
※年齢制限有

条件付 0 0

2月 日本カトリック大学連盟大学院
奨学金 直接応募 博士後期生 100,000円 /月（1年間） ・�カトリック教会所属の信者（聖職者、修道者お

よび志願者を除く） 可 - -

2月 吉田育英会
〈ドクター21〉 直接応募 博士後期入学予定者

以下、全て給付される。
・200,000円 /月（修業年限）
・上限250万円（大学院学校納付金）
・上限100万円（海外研究活動支金）

・日本国籍
・�博士前期課程に在学中で秋または春に大学院
博士後期課程に入学を希望する者
・進学先で自然科学分野を専攻する者
※年齢制限有

条件付 - -

3月 吉田育英会
〈マスター21〉 大学推薦 博士前期入学予定者

①、②に掲げる額
①�次のアまたはイに掲げる額のいずれか
　ア奨学期間を通じて80,000円 /月
　イ�学校納付金として奨学期間内に合計
250万円以内の実費

②�海外での研究活動支援のためとして奨
学期間内に合計50万円の実費

・�日本国籍
・�秋または春に日本の大学院に進学する予定の者
（進学先は問わない）
・学業成績が優秀な者
・�進学先で自然科学分野を専攻する者
※年齢制限有

条件付 0 0

〈給付〉
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〈貸与〉
出願
時期 団体名・奨学金名 出願方法 対象 金額（月額） その他の条件 併給 出願

者数
採用
者数

4月 アキレス育英会 取りまとめ 学部1年次生
自宅　 30,000円
自宅外40,000円
無利子（修業年限）

・�品行方正、学業優秀でかつ学資の支弁が困難
であると認められる者 可 0 0

4月 あしなが育英会 取りまとめ 学部生
70,000円（修業年限）
内訳　給付 :30,000円
　　　貸与 :40,000円（無利子）

・�保護者が、病気、災害、自死などで死亡、あ
るいは著しい後遺障害を負い、教育費に困っ
ている家庭の者
・�経済的に特に困っていると認められる者に限
り、月額5万円貸与

可 - -

4月 茨城県 取りまとめ 学部生
自宅　　36,000円
自宅外　40,000円
無利子（修業年限）

・�茨城県内に居住する者の子弟
・�学業・人物ともに優れていて、健康で修学に
十分耐えうる者
・学資の支弁が困難な者
※学力・家計基準有

条件付 0 0

4月 味の素奨学会 取りまとめ 学部生3・4年次生
大学院生

学部生　　自宅　 30,000円 /月
　　　　　自宅外35,000円 /月
大学院生　自宅　 40,000円 /月
　　　　　自宅外45,000円 /月

･�科学をはじめとする理系全般の学科を専攻す
る者
・成績抜群にして身体強健、志操堅固な者

可 - -

4月 石川県奨学生 直接応募 学部生 44,000円 /月（修業年限） ・保護者（親）が石川県内に現に引き続き3年
以上居住している者 条件付 - -

4月
沖縄県国際交流・
人材育成財団 直接応募 学部生

県内　45,000円 /月
県外　55,000円 /月
無利子（修業年限）

・沖縄県内に住所を有する者の子弟 条件付

- -

9月
追加 - -

4月 芸備協会 直接応募 学部生
大学院生

20,000円
無利子（修業年限）

・広島県に所在する高校を卒業した者
・�学習状況が良好であり、経済的理由により修
学が困難な者
※学業・収入基準有

可 - -

4月 交通遺児育英会 直接応募 学部生
大学院生

学部生　 �4 万円・5万円・6万円
　　　　 から選択
大学院生5万円・8万円・10万円
　　　   から選択
無利子（修業年限）

・�保護者等が道路における交通事故で死亡した
り、著しい後遺障害で働けないため教育費に
困っている家庭
・25歳まで
※収入基準有（学部のみ）

可 - -

4月 静岡県看護職員修学資金 直接応募 学部生 36,000円 /月（修業年限）
・看護学科生
・�将来、看護職員として静岡県の地域医療に貢
献したいという志を持っている者

条件付 - -

4 月 常磐奨学会 直接応募 学部生
学部生（文系）30,000円
学部生（理系）35,000円
無利子（修業年限）

・�福島県いわき市、茨城県北茨城市、及びその
周辺地域居住者の子弟 可 - -

4月 上越学生寮奨学生 直接応募 学部生
大学院生

学部生　　70,000円
大学院生　100,000円
無利子（修業年限）

・�上越市、妙高市、糸魚川市のいずれかに3
年以上住所を有した者で、そこに所在する中
学校又は高校を卒業した人のうち、学業に優
れた者

可 - -

4月 関育英奨学会 大学推薦 学部2年次生 30,000円 /月
無利子（修業年限）

・�学業・人物ともに優秀かつ健康でありながら、
学資の支弁が困難と認められる者 可 0 0

4月 鉄道弘済会 取りまとめ 学部生 40,000円 /月（修業年限） ・�将来、社会福祉関係の事業所や福祉施設等に
従事する意欲のある者 可 0 0

4月 東京都看護等修学資金 取りまとめ 看護を学ぶ学生

第一種　学部生　一口36,000円 /月
　　　大学院生　一口83,000円 /月
第二種　　　　　一口25,000円 /月
（修業年限）

・看護学科・看護学専攻・助産学専攻の学生
・�卒業または修了後、都内の指定施設等におい
て看護業務に従事する意思がある者

条件付 1 1

4月 中部奨学会 大学推薦
学部生
大学院生
（博士前期）

学部生　　　35,000円
博士前期生　60,000円
無利子（修業年限）

・学業・人物ともに特に優れていること
・�健康にして経済的理由により著しく修学困難な
者

可 0 0

4月 日本通運育英会 直接応募 学部1・2年次生 30,000円
無利子（修業年限）

・�学業優秀、品行方正でありながら経済的理由
により就学が困難な者 可 - -

4月 福井県ものづくり
人材育成修学資金 直接応募 大学院生 60,000円

無利子（修業年限）

・�理工学研究科生
・�社会人入試により入学していない者
・�大学院を修了した日の属する年の翌年4月末
までに県内のものづくり企業に勤務し研究開発
業務に従事することを希望する者

可 - -

4月 松藤奨学育英基金 取りまとめ 学部生 48,000円
無利子（修業年限）

・�長崎県内に住所を有する者の子弟で下記に該
当する者
①�保護者等が交通事故で死亡したり、後遺障害
で働けないため、経済的理由で修学が困難
な学生
②�上記①以外で向学心に富み、有能な素質を
持ちながら、経済的理由で修学が困難な学
生

※学力基準有

可 0 0

4月 山口県ひとづくり財団 取りまとめ 学部生 52,000円
無利子（修業年限）

・保護者が山口県内に住所を有する者
・�向上心に富み有能な素質を有し、経済的な理
由により修学が困難と認められる者

不可 0 0

5月 大田区 直接応募 学部生 44,000円以内
無利子（修業年限）

・�貸与を開始する日の1年前から大田区内に居
住している保護者等から扶養されていること
・�経済的な理由により就学が困難な者
※学力・所得基準有

可 - -

5月 清流の国ぎふ
大学生等奨学金 直接応募 学部生 30,000円

無利子（修業年限）

・�県内の高等学校を卒業している者
・�卒業後県内で就業する意思があると認められ
る者
・経済的理由により修学が困難な者
※学業・所得基準有
※�返還免除要件を満たした場合は全額免除

可 - -
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出願
時期 団体名・奨学金名 出願方法 対象 金額（月額） その他の条件 併給 出願

者数
採用
者数

6月 川崎市 取りまとめ 学部1年次生 38,000円
無利子（修業年限）

・�保護者が川崎市に1年以上居住していること
・�学業成績が優良で性行が善良であること
・学資の支弁が困難な者

可 1 1

6月 新潟市 直接応募 学部生
大学院生

400,000円 /年
無利子（修業年限）

・�本人または保護者が新潟市内に住所を有する
者
※学力・所得基準有

可 - -

6月

福島県奨学生 取りまとめ 学部生 40,000円
無利子（修業年限）

・�大学に入学するまで、引き続き6カ月以上福
島県内に住所を有していた者で、福島県内の
高校を卒業、若しくは高等学校卒業程度認定
試験、大学入学資格検定合格時に福島県に住
所を有してた者
※学力・所得基準有

条件付

0 0

二次
9月 0 0

7月 ダイワ運輸グループ貸与
奨学金 直接応募 学部生 50,000円 /月を上限

（修業年限）
・学術優秀かつ品行方正
・経済的事由により修学が困難な者 可 - -

7 月 東京弁護士会育英財団 直接応募
学部生
大学院生
法科大学院生

学部生・大学院生　自宅　 35,000円 /月
　　　　　　　　　自宅外50,000円 /月
法科大学院生　　　自宅　 50,000円 /月
　　　　　　　　　自宅外70,000円 /月
（修業年限）

・学術優秀かつ品行方正
・経済的事由により修学が困難な者 可 - -

9 月 （クラレ）
大原記念奨学生 直接応募 博士前期1年次生

博士後期1・2年次生

博士前期生　80,000円 /月
博士後期生　100,000円 /月
（1年間）

・�修学・研究に旺盛な熱意と堅固な意思を有し、
優秀かつ心身ともに健全である者
・学業に専念するための経済的支援が必要な者

不可 - -

9 月 帝人久村奨学生
（ドクター） 大学推薦 大学院生 100,000円

無利子（修業年限）

・�理工学研究科博士後期課程に進学予定の者
（秋に入学した者も可）
�・�経済的困窮度よりも、成績・研究に対する熱
意や取り組内容を重視

可 0 0

2月 帝人久村奨学生
（マスター） 大学推薦 学部生

大学院生
80,000円
無利子（修業年限）

・�理工学研究科博士前期課程に進学予定の者
（秋に入学した者も可）
・�経済的困窮度よりも、成績・研究に対する熱
意や取り組み内容を重視

可 0 0

〈補助・助成〉
出願
時期 団体名・奨学金名 出願方法 対象 金額（給付期間） その他の条件 併給

4月 長崎県産業人材育成奨学金
返済アシスト事業 直接応募 学部生

大学院生
対象奨学金の返済額（利息を除く）の
2分の1以内（最大150万円）

・�卒業後、県内に居住し、県内の対象業種事
業所での就業を希望する者 可

4月 山形県若者定着奨学金
返還支援事業 直接応募 学部生

奨学金の貸与を受けた月数に月額2万６千円
を乗じた額、または貸与を受けた奨学金の残
額のいずれか低い額

・�卒業後、６ヶ月以内に山形県に居住かつ就業
し、３年間を経過した場合に返還支援 可

4月 山口県奨学金返還補助制度 直接応募 博士前期1年次生

対象者になった年の4月から2年間に貸与を
受けた金額（最大で全額）
※�就業後、毎年度その年の前年度の勤務実績
に応じて返還を補助

・理工学研究科生
・�日本学生支援機構第一種（無利子）奨学金
の貸与を希望する者、または決定している者
・�山口県内の製造業に就業することを希望する
者

可

7月
三重県地域と若者の未来を
拓く学生奨学金返還支援事
業助成金

直接応募 学部生
大学院生

在学中に借受予定の奨学金の1/4
（上限100万円）
※ �4 年間居住した場合に助成額の1/3を交
付し、8年居住した場合に残額を交付

・�日本学生支援機構第一種奨学金、またはこ
れに順ずる奨学金を借入れ、返還予定の者
・�最終学年の1年前の学年以上の在学生でか
つ、就職先が決まっていない者
・指定地域 *への定住を希望する者
※年齢制限有

可

10月 いわき市返還支援 直接応募 学部生�
大学院生

在学中に貸与を受けた奨学金の2分の1の額
※上限額有

・翌年度に修業年限以内で卒業を予定している者
・�卒業後 6ヶ月以内に市内の事業所等に就職
することを予定している者
・卒業後、市内に定住することを予定している者

可

10月 鹿児島県大学等奨学金
返還支援候補者 直接応募 学部生

大学院生
学部在学中に借り受けた奨学金全額
※前1年間に返還した実績額を本人へ交付

・鹿児島県内の学校を卒業した者
・�日本学生支援機構第一種（無利子）奨学金
または鹿児島育英財団大学等奨学金の貸与
を受けている者または受けていた者
・�県内企業 * 等に就業する意思があり、かつ、
県内居住を希望する者

可

* 詳細は県、財団HPで確認してください
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９. 留学時の給付奨学金（交換留学・一般留学・短期留学）
世界的な感染症の拡大に伴い、2022年 3月現在、本学では学生の海外渡航（大学実施プログラムだけで
なく、一般留学、休学中の留学（私費留学）も含む）は外務省の海外治安・感染症危険レベル2以上の地域
は禁止としているため、留学奨学金取り扱いにも変更が生じる場合があります。各奨学金の募集前には掲示
が出ますので、Loyola や HPで最新情報を確認してください。（取り扱い：グローバル教育センター）

対象 団体名・奨学金名 出願
先 奨学金内容 その他の条件 併給 募集人数

交換留学

日本学生支援機構�
（JASSO）�

海外留学支援制度�
（協定派遣）

大学 地域により、月額6～10万円

学内選考試験に合格している者で、応募
者の中から選考。定められた学業基準お
よび家計基準に合致する日本国籍保持者
（含永住許可者）に支給される

条件付 年度により異なる
（21年度実績40名）

交換留学
吉彌・愛琳
アイルランド
留学奨励費

大学 15万円 アイルランドに留学する者。学内選考合格
者の中から選考 可 1名

交換留学 ケルン奨学金 大学 月額650ユーロ
交換留学生としてドイツのケルン大学に留
学する者。交換留学選考試験後、留学決
定者を対象に募集・選考

条件付 1名

交換留学 大坂ドイツ
留学奨励費 大学 10万円 交換留学でドイツに留学する学生から選考 可 3名

交換留学

大学の世界展開力強
化事業後継承事業
（SAIMS/LAP）
留学奨励費

大学 渡航支援金　5万円 SAIMSプログラムまたはLAPで交換留
学する学生から選考 可 1大学につき1名

交換留学
海外短期研修
（年度による）

グローバル・リーダー
養成奨励費 大学 プログラムにより、5～15万円 交換留学生または本学指定の海外短期研

修に参加する者 可 若干名

海外短期語学講座
海外短期研修
実践型プログラム
インターンシップ
科目（海外実習先）

日本学生支援機構�
（JASSO）�

海外留学支援制度�
（協定派遣）

大学 地域により、月額6～10万円

JASSOより採択された短期プログラムの
参加者のうち、定められた学業基準およ
び家計基準に合致する日本国籍保持者（含
永住許可者）に支給される。対象者が支
給人数を上回る場合は選考を行う

条件付
短期：66名

インターン：8名
（2019年度実績）

交換留学
海外短期研修

実践型プログラム等

ソフィア会
奨学会 大学

長期：地域により、月額6〜10万円
短期：�プログラムにより、10〜 40万円

程度

学内選考に合格し、一定の基準を満たし
ている者を対象に募集
短期：上智大学修学奨励奨学金ならびに
篤志家（安達）奨学金受給者

条件付

長期：2名
短期：16名

（2021年度実績・オ
ンライン短期プログラ

ム対象）

年度により異なる
（2021年度は海
外短期語学講座、
海外短期研修、一
部の実践型プログ

ラム）

叡智が世界を繋ぐ
奨学金 大学

プログラムにより異なる
（2021年度は一部を除くオンライン短期
プログラム対象に、プログラムにより3万
〜8万）

学内選考に合格している者を対象に募集 条件付

短期：26名
インターン：オンライン
実施につき支給者なし
（2021年度実績）

一般留学 海外留学奨励費 大学

本学学籍上の留学期間が
１学期間の者：10万円
１年間の者：20万円
ただし、留学先大学の学費が奨励費より
低額の場合、留学先大学の学費相当額。

下記の者は対象外
①留学期間が1ヵ年を超えた者
　ただし、１年目の留学期間は受給対象
②留学先大学の学費が無料の場合

※申請締め切り（2022年度）
春学期開始者：3月31日
秋学期開始者：9月30日

可 17名
（2019年度実績）

卒業予定者
卒業生

日本学生支援機構�
（JASSO）�

海外留学支援制度�
（大学院学位取得型）

大学

・月額奨学金
　89,000円～148,000円
　（地域により異なる）
・授業料   上限 250万円 /年
※支給期間は原則として、
　修士2年間、博士3年間

・�成績係数 3.0 以上（JASSOが定める
計算方式による）
・語学力（iBT100またはIELTS7.0以上）
※留学先が求める語学能力により別条件
有
・日本国籍保持者（含永住許可者）
・年齢制限あり

条件付
上智から2名

（2021年実績：
全国で108名）

※各国政府奨学金に関する詳細は、JASSOホームページ（https://ryugaku.jasso.go.jp/scholarship/）を参照ください。
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10．教育ローン（国の教育ローン／上智学院提携教育ローン）
　「国の教育ロ－ン」（日本政策金融公庫「教育一般貸付」）
国の教育ローン及び上智学院で提携している金融機関の教育ローンについて紹介します。
国の教育ローンは、上智学院と提携していません。直接関係機関にお問い合わせください。

融資対象

対象となる学校に入学・在学される方の保護者で、世帯の年間収入（所得）が次表の金額以内の方
お子さまの人数 世帯年収（所得）の上限額

1人 790万円（600万円）
→上限が990万円（790万円）まで緩和される要件について

2人 890万円（690万円）
→上限が990万円（790万円）まで緩和される要件について

3人 990万円（790万円）
4人 1,090万円（890万円）
5人 1,190万円（990万円）

（注1）�「お子さまの人数」とは、申込する方の世帯で扶養しているお子さまの人数をいいます。年齢、就学
の有無を問いません。

（注2）�「6人以上」の場合は、教育ローンコールセンターへお問い合わせのこと。▲

【緩和される要件】（次の１～9のいずれかひとつに該当することをご確認ください）
「お勤め（営業）の年数」や「お住まいの年数」が短い方
1. 勤続（営業）年数が3年未満
2. 居住年数が1年未満
「自宅外通学（予定）」や「単身赴任」に該当する方
3. 世帯のいずれかの方が自宅外通学（予定）者
4. 借入申込人またはその配偶者が単身赴任
「海外留学」の資金でご利用の方

5. 今回のご融資が海外留学資金

「お借入の負担」や「介護費の負担」が大きい方
6. 返済負担率※が30％超　※借入申込人の「今後1年間の借入金返済額÷年収（所得）」
7. ご親族などに要介護（要支援）認定を受けている方がおり、その介護に関する費用を負担
災害特例措置

8. 大規模な災害により被災された方（詳しくは、公庫ホームページをご確認ください）

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた方
9. 新型コロナウイルス感染症の影響を受けて世帯の収入又は所得が減少した方（詳しくは、公庫ホーム
ページをご確認ください）
※世帯の年間収入（所得）には、世帯主のほか、配偶者等の収入（所得）も含まれます。
※�今年の世帯の年間収入（所得）が上記の金額以内となる見込のある方（【緩和される要件】に該当するこ
とになる方を含む。）は、利用できる場合があります。
※親族などでも利用できる場合があります。
※独立行政法人日本学生支援機構の奨学金と重複して利用ができます。 
※審査の結果、お客様のご希望に沿えないことがございます。

融 資 額

学生一人につき350万円以内（注）一定の要件に該当する場合は（学生一人につき）450万円以内
注1　自宅外通学
注2　修業年限5年以上の大学（昼間制）
注3　大学院
注4　海外留学（修業年限3ヵ月以上の外国施設に留学する場合）

返済期間
15年以内（交通遺児家庭、母子家庭、父子家庭、世帯年収200万円（所得132万円）以内の方、子ども3人
以上（注）の世帯かつ世帯年収500万円（所得356万円）以内の方は、18年以内）
（注）お申込みいただく方の世帯で扶養しているお子様の人数をいいます。

利　率
基準金利　年1.65％（母子家庭、父子家庭、世帯年収200万円（所得132万円）以下又は子供3人以上（注）
かつ年収500万円（所得356万円）以下は、特別金利　年1.25％）
（注）お申込みいただく方の世帯で扶養しているお子様の人数をいいます。

問い合わせ先 教育ローンコールセンター：0570－008656

詳しい内容は、ホームページを参照ください。https://www.jfc.go.jp/n/finance/search/ippan.html
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記

先
ま

で
要

確
認

 

保
証

人
 

不
要

（銀
行

指
定

の
保

証
会

社
利

用
） 

不
要

（銀
行

指
定

の
保

証
会

社
利

用
） 

１
名

（安
定

し
た

収
入

の
あ

る
方

）
お

よ
び

保
証

会
社

 

金
利

又
は

 

分
割

手
数

料
 

・
変

動
金

利
借

入
・・

・
3.

37
5
%（

2
02

1
年

12
月

30
日

現
在

） 

＜
店

頭
表

示
金

利
よ

り
0
.1

％
優

遇
＞

 

・
固

定
金

利
借

入
・・

・
4.

10
0
%（

2
02

1
年

12
月

30
日

現
在

） 

＜
店

頭
表

示
金

利
よ

り
0
.1

％
優

遇
＞

 

 
※

現
在

の
店

頭
表

示
金

利
に

つ
い

て
は

Ｈ
Ｐ

ご
参

照
 

 
U

R
L
：h

tt
p:

//
w

w
w

.m
iz

uh
o
ba

n
k.

c
o
.jp

 

・
変

動
金

利
借

入
・・

・
店

頭
表

示
金

利
よ

り
0.

5%
優

遇
 

3
.9

75
％

（2
02

2
年

1
月

31
日

現
在

） 

・
固

定
金

利
借

入
・・

・
4.

97
5
％

（
20

22
年

1
月

31
日

現
在

） 

※
現

在
の

店
頭

表
示

金
利

に
つ

い
て

は
H

P
参

照
 

 
 

U
R

L
：
ht

tp
:/

/
w

w
w

.b
k.

m
u
fg

.jp
/ 

変
動

金
利

借
入

の
み

 

※
司

法
試

験
合

格
後

の
金

利
優

遇
制

度
有

り
。

詳
細

に
つ

い
て

は
、

下
記

先
ま

で
要

確
認

 

問
い

合
わ

せ
先

 
＜

み
ず

ほ
銀

行
四

谷
法

人
第

二
部

＞
 

電
話

番
号

：0
3-

3
35

1
-6

2
71

 

受
付

時
間

：9
:0

0～
17

:0
0（

平
日

の
み

） 

※
手

続
き

は
全

国
の

支
店

で
対

応
可

能
 

＜
三

菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ

銀
行

四
谷

支
店

＞
 

電
話

番
号

：0
3-

3
35

3
-0

1
77

 

受
付

時
間

：9
:0

0～
17

:0
0（

平
日

の
み

） 

※
手

続
き

は
全

国
の

支
店

で
対

応
可

能
 

＜
第

一
勧

業
信

用
組

合
 

業
務

推
進

部
＞

 

電
話

番
号

：0
3-

3
35

8
-0

8
12

 

受
付

時
間

：9
:0

0～
17

:0
0（

平
日

の
み

） 

※
手

続
き

は
本

店
営

業
部

（四
谷

）
で

対
応

 

 

【
留

意
点

】
 

①
ご

相
談

、
お

申
込

は
、

直
接

、
金

融
機

関
に

お
申

し
出

く
だ

さ
い

。
 

※
金

融
機

関
に

は
、

最
初

に
「
上

智
学

院
提

携
教

育
ロ

ー
ン

の
件

」と
述

べ
て

く
だ

さ
い

。
 

②
金

融
機

関
に

お
け

る
審

査
の

結
果

、
融

資
を

受
け

ら
れ

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
、

予
め

ご
了

承
く
だ

さ
い

。
 

③
審

査
は

一
般

的
に

１
～

２
週

間
程

度
の

期
間

を
要

し
ま

す
の

で
、

事
前

に
金

融
機

関
に

融
資

予
定

日
を

ご
確

認
の

う
え

、
納

付
期

限
に

間
に

合
う

よ
う

に
申

し
込

ん
で

く
だ

さ
い

。
 

④
入

学
予

定
者

の
場

合
、

合
格

発
表

日
か

ら
入

学
手

続
締

切
日

ま
で

に
５

営
業

日
程

度
し

か
余

裕
が

あ
り

ま
せ

ん
の

で
、

受
験

前
に

融
資

の
審

査
を

済
ま

せ
て

お
く
か

、
あ

る
い

は
入

学
手

続
締

切
日

に
は

一
旦

入
学

申
込

金
の

み
を

支
払

い
、

残
金

に
対

す
る

借
入

を
残

金
納

入
締

切
日

ま
で

に
行

う
な

ど
の

対
応

が
必

要
と

な
り

ま
す

（
但

し
、

２
月

の
一

般
入

試
以

外
は

２
段

階
納

入
方

式
で

は
あ

り
ま

せ
ん

）
。
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【
商

品
概

要
（
信

販
会

社
）
】
 

※
商

品
の

詳
細

に
つ

い
て

は
、

金
融

機
関

に
直

接
お

問
い

合
わ

せ
く
だ

さ
い

 

商
品

名
 

オ
リ

エ
ン

ト
コ

ー
ポ

レ
ー

シ
ョ

ン
 

ジ
ャ

ッ
ク

ス
 

学
費

サ
ポ

ー
ト

プ
ラ

ン
 

悠
裕

プ
ラ

ン
 

利
用

対
象

校
 

上
智

大
学

・
大

学
院

、
短

期
大

学
部

 
上

智
大

学
・
大

学
院

、
短

期
大

学
部

 

利
用

対
象

者
 

入
学

予
定

者
の

親
権

者
又

は
在

校
生

の
親

権
者

※
国

内
居

住
者

に
限

る
 

※
就

職
内

定
者

の
み

「学
生

本
人

」
で

の
申

込
が

可
能

で
す

。
 

入
学

予
定

者
・在

校
生

の
親

権
者

又
は

学
生

本
人

 
 

※
国

内
居

住
者

に
限

る
 

※
「
学

生
本

人
」
と

は
、

就
職

内
定

者
を

指
し

、
分

納
二

期
又

は
秋

学
期

学
費

に
限

り
申

込
可

能
 

利
用

対
象

学
費

 
入

学
金

、
授

業
料

等
の

学
納

金
≪

オ
リ

コ
が

学
院

へ
直

接
立

替
払

い
を

す
る

≫
 

入
学

金
、

授
業

料
等

の
学

納
金

≪
ジ

ャ
ッ

ク
ス

が
学

院
へ

直
接

立
替

払
い

を
す

る
≫

 

借
入

金
額

 
10

万
円

以
上

50
0

万
円

以
下

 

（
自

己
資

金
と

の
併

用
は

で
き

ま
せ

ん
。

納
付

書
記

載
額

で
の

ご
利

用
と

な
り

ま
す

。
）
 

10
万

円
以

上
50

0
万

円
以

下
 

（
自

己
資

金
と

の
併

用
は

で
き

ま
せ

ん
。

納
付

書
記

載
額

で
の

ご
利

用
と

な
り

ま
す

。
）
 

借
入

期
間

 
利

用
額

に
応

じ
最

大
12

年
ま

で
 

≪
元

本
据

置
期

間
（
最

大
4

年
間

）含
む

≫
 

（6
回

～
18

0
回

（6
ヶ

月
以

上
、

最
大

15
年

） 

≪
元

本
据

置
期

間
（
在

学
期

間
+6

ヶ
月

）含
む

≫
 

返
済

方
法

 
月

額
指

定
払

方
式

（
一

部
繰

上
返

済
可

能
） 

①
 

通
常

払
い

（
利

用
金

額
の

50
%
以

内
で

、
ﾎ

ﾞｰ
ﾅ

ｽ
月

に
増

額
可

能
） 

②
 

ｽ
ﾃ
ｯﾌ

ﾟｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ払

い
（
在

学
中

は
分

割
払

手
数

料
の

み
支

払
い

、
卒

業
後

「通
常

払
い

」
と

な
る

） 

※
ご

卒
業

後
に

お
支

払
い

を
お

子
様

に
引

き
継

ぐ
「
親

子
リ

レ
ー

返
済

プ
ラ

ン
」
も

ご
利

用
頂

け
ま

す
。

 

※
追

加
の

ご
利

用
時

は
前

回
ま

で
の

ご
利

用
分

を
1

本
化

し
て

ご
返

済
い

た
だ

け
ま

す
。

 

【
返

済
例

】
 

ご
利

用
金

額
：1

00
万

円
、

通
常

払
い

 
月

々
20

,0
00

円
で

返
済

の
場

合
 

・
・・

・
毎

月
の

返
済

額
2
0,

00
0

円
（
最

終
月

2,
43

2
円

）
 

返
済

総
額

1,
08

2
,4

32
円

 
 

返
済

回
数

55
回

（支
払

期
間

55
ヶ

月
）ｽ

ﾃ
ｯﾌ

ﾟｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ払

時
（支

払
期

間
1
03

ヶ
月

） 

元
金

据
置

型
残

債
方

式
（
一

部
繰

上
返

済
可

能
） 

①
元

利
均

等
分

割
払

い
（ﾎ

ﾞｰ
ﾅ

ｽ
併

用
払

い
選

択
可

能
） 

②
在

学
中

は
元

金
据

置
（
分

割
手

数
料

の
み

）
、

卒
業

後
①

の
分

割
払

い
へ

 

※
元

金
据

置
を

在
学

期
間

+
最

大
6

ヶ
月

ま
で

選
択

可
能

 

※
就

職
内

定
者

専
用

プ
ラ

ン
あ

り
 

【
返

済
例

】
 

 
現

金
提

供
価

格
：1

00
万

円
、

元
金

均
等

分
割

払
い

の
場

合
 

・
・・

・
毎

月
の

支
払

額
9
,8

88
円

（最
終

月
9,

89
6

円
）
 

支
払

総
額

1,
18

6
,5

68
円

 
 

支
払

回
数

12
0

回
（
支

払
期

間
12

0
ヶ

月
） 

保
証

人
 

原
則

不
要

 
原

則
不

要
 

金
利

又
は

 

分
割

手
数

料
率

 

・
実

質
年

率
3
.5

%
（固

定
） 

《
在

学
生

で
今

回
追

加
利

用
す

る
方

は
、

上
記

よ
り

0.
3%

優
遇

さ
れ

た
手

数
料

と
な

る
場

合
あ

り
。

  

 
た

だ
し

、
令

和
4

年
4

月
現

在
の

情
報

で
あ

り
、

変
更

と
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。
》
  

・
実

質
年

率
3
.5

%
（固

定
） 

《
在

学
生

で
今

回
追

加
利

用
す

る
方

は
、

上
記

よ
り

0.
2%

優
遇

さ
れ

た
手

数
料

と
な

る
場

合
有

り
》 

問
い

合
わ

せ
先

 

 

【
在

校
生

の
方

】
 ※

来
店

不
要

 
注

：
本

学
の

学
部

生
が

大
学

院
に

進
学

す
る

場
合

の
入

学
手

続
金

の
借

入
申

込
に

つ
い

て
は

、
下

記
【
入

学

予
定

者
の

方
】
の

手
続

き
と

な
り

ま
す

 
○

郵
送

申
込

 
電

話
番

号
：0

1
20

-
51

7
-3

2
5
 

 
受

付
時

間
：
9:

3
0～

17
:3

0
  

○
W

E
B

申
込

 
ht

tp
s:

//
o
ri
c
o
.jp

/g
ak

u
sa

po
 「

オ
リ

コ
 

学
費

」
の

検
索

に
て

申
し

込
み

可
能

で
す

 

 
 

【
在

校
生

向
け

W
E
B

入
力

コ
ー

ド
】

※
右

記
の

Q
R

コ
ー

ド
か

ら
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
お

申
し

込
み

で
き

ま
す

。
 

 
上

智
大

学
 

短
期

大
学

部
 

学
校

コ
ー

ド
 

1
29

4
70

7
3 

1
29

4
70

8
1 

申
込

コ
ー

ド
 

4
55

2 
4
55

3 

 
※

審
査

結
果

に
つ

い
て

は
、

W
E
B

申
込

の
翌

営
業

日
に

電
話

・
メ

ー
ル

に
て

連
絡

 

【
在

校
生

の
方

】
 ※

来
店

不
要

 
注

：
本

学
の

学
部

生
が

大
学

院
に

進
学

す
る

場
合

の
入

学
手

続
金

の
借

入
申

込
に

つ
い

て
は

、
下

記
【
入

学
予

定
者

の

方
】
の

手
続

き
と

な
り

ま
す

 
○

郵
送

申
込

 
電

話
番

号
：0

1
20

-
33

8
-8

1
7
 

 
受

付
時

間
：
9:

3
0～

17
:3

0
（平

日
）
 1

0:
00

～
18

:0
0
（土

日
祝

日
） 

○
Ｗ

Ｅ
Ｂ

申
込

 
h
tt

p:
//

w
w

w
.ja

c
cs

.c
o
.jp

/
yu

yu
/
 

（郵
送

申
込

よ
り

手
続

き
が

迅
速

で
す

）
  

  
  

  
 
  

 
 

 
 【

在
校

生
向

け
W

E
B

入
力

コ
ー

ド
】 

 
上

智
大

学
 

短
期

大
学

部
 

ＩＤ
コ

ー
ド

 
8
51

4 
8
51

5 

パ
ス

ワ
ー

ド
 

0
58

0
39

9
3 

0
58

0
79

7
2 

※
審

査
結

果
及

び
契

約
確

認
電

話
は

、
適

宜
実

施
し

ま
す

。
 

【
入

学
予

定
者

の
方

】
 
※

来
店

不
要

 

○
W

E
B

申
込

 
ht

tp
s:

//
o
ri
c
o
.jp

/g
ak

u
sa

po
 

注
：
申

込
入

力
は

、
納

付
期

限
の

５
営

業
日

前
ま

で
と

し
ま

す
 

 
 

【
入

学
予

定
者

向
け

W
E
B

入
力

コ
ー

ド
】

※
右

記
の

Q
R

コ
ー

ド
か

ら
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
お

申
し

込
み

で
き

ま
す

。
 

 
上

智
大

学
 

短
期

大
学

部
 

学
校

コ
ー

ド
 

1
39

1
88

7
5 

1
39

1
88

8
3 

申
込

コ
ー

ド
 

4
55

2 
4
55

3 

※
審

査
結

果
に

つ
い

て
は

、
W

E
B

申
込

の
翌

営
業

日
に

電
話

・
メ

ー
ル

に
て

連
絡

 

【
入

学
予

定
者

の
方

】
 
※

来
店

不
要

 

○
W

E
B

申
込

 
 

h
tt

p:
//

w
w

w
.ja

c
cs

.c
o
.jp

/
yu

yu
/ 

注
：
申

込
入

力
は

、
納

付
期

限
の

５
営

業
日

前
ま

で
と

し
ま

す
 

 
 

【
入

学
予

定
者

向
け

W
E
B

入
力

コ
ー

ド
】 

 
上

智
大

学
 

短
期

大
学

部
 

ID
コ

ー
ド

 
M

02
2 

8
51

5 

パ
ス

ワ
ー

ド
 

0
82

1
20

8
2 

0
58

0
79

7
2 

※
審

査
結

果
及

び
契

約
確

認
電

話
は

、
適

宜
実

施
し

ま
す

。
 

注
意

事
項

 
入

学
予

定
者

の
方

は
、

郵
送

申
込

の
利

用
は

で
き

ま
せ

ん
 

入
学

予
定

者
の

方
は

、
郵

送
申

込
の

利
用

は
で

き
ま

せ
ん

 

 

2
02

2
年

4
月

1
日

 上
智

学
院

 

上
智

学
院

 
提

携
教

育
ロ

ー
ン

の
ご

案
内

 
 

上
智

学
院

（
上

智
大

学
、

上
智

大
学

短
期

大
学

部
）
で

は
、

以
下

の
金

融
機

関
と

教
育

ロ
ー

ン
の

提
携

を
し

て
お

り
ま

す
。

 

い
ず

れ
も

一
般

の
教

育
ロ

ー
ン

よ
り

種
々

の
点

で
優

遇
さ

れ
て

お
り

ま
す

が
、

ご
利

用
に

あ
た

っ
て

は
、

以
下

の
点

を
十

分
ご

留
意

く
だ

さ
い

。
 

         
【
商

品
概

要
（
銀

行
・
組

合
系

金
融

機
関

）
】
 

※
商

品
の

詳
細

に
つ

い
て

は
、

金
融

機
関

に
直

接
お

問
い

合
わ

せ
く
だ

さ
い

 

金
融

機
関

 
み

ず
ほ

銀
行

 
三

菱
U

F
J

銀
行

 
第

一
勧

業
信

用
組

合
 

利
用

対
象

校
 

上
智

大
学

・
大

学
院

（
含

む
法

科
大

学
院

）
、

短
期

大
学

部
 

上
智

大
学

・
大

学
院

（
含

む
法

科
大

学
院

）
、

短
期

大
学

部
 

上
智

大
学

院
（法

科
大

学
院

限
定

） 

利
用

対
象

者
 

入
学

予
定

者
の

親
権

者
又

は
在

校
生

の
親

権
者

等
で

、
次

の
条

件
を

満
た

す

国
内

居
住

者
 

・
借

入
時

に
満

20
歳

以
上

66
歳

未
満

で
、

完
済

時
満

71
歳

未
満

 

・
勤

続
（
営

業
）年

数
原

則
2

年
以

上
 

・
前

年
度

税
込

収
入

20
0

万
円

以
上

 

・
当

行
指

定
の

保
証

会
社

の
保

証
を

受
け

ら
れ

る
方

 

入
学

予
定

者
の

親
権

者
又

は
在

校
生

の
親

権
者

等
で

、
次

の
条

件
を

満
た

す

国
内

居
住

者
 

・
申

込
時

に
満

20
歳

以
上

で
、

完
済

時
満

70
歳

以
下

 

・
勤

続
（
営

業
）年

数
1

年
以

上
 

・
前

年
度

税
込

収
入

20
0

万
円

以
上

 

・
当

行
指

定
の

保
証

会
社

の
保

証
を

受
け

ら
れ

る
方

 

・
当

行
指

定
の

団
体

信
用

保
険

の
加

入
が

認
め

ら
れ

る
方

 

入
学

予
定

者
又

は
在

校
生

で
、

次
の

条
件

を
満

た
す

東
京

都
内

在
住

者
 

・
借

入
時

に
満

20
歳

以
上

 

・
年

収
条

件
な

し
 

 

利
用

対
象

学
費

 
入

学
金

、
授

業
料

等
の

学
納

金
 

入
学

金
、

授
業

料
等

の
学

納
金

 
入

学
金

、
授

業
料

等
の

学
納

金
 

借
入

金
額

 
10

万
円

以
上

30
0

万
円

以
下

（1
万

円
単

位
） 

10
万

円
以

上
50

0
万

円
以

下
（1

万
円

単
位

） 
10

万
円

以
上

60
0

万
円

以
下

（1
万

円
単

位
） 

借
入

期
間

 
6

ヶ
月

以
上

10
年

以
内

（1
ヶ

月
単

位
） 

1
年

以
上

10
年

以
内

（6
ヶ

月
単

位
） 

1
年

以
上

10
年

以
内

 

返
済

方
法

 
毎

月
元

利
均

等
返

済
（融

資
額

の
50

%ま
で

6
ヶ

月
毎

の
増

額
加

算
返

済
及

び

就
学

期
間

ﾌ
ﾟﾗ

ｽ
1

年
を

限
度

に
最

長
5

年
の

元
金

返
済

猶
予

措
置

を
認

め
る

） 

※
返

済
試

算
額

等
は

下
記

先
ま

で
要

確
認

 

毎
月

元
利

均
等

返
済

（融
資

額
の

5
0%

ま
で

6
ヶ

月
毎

の
増

額
加

算
返

済
及

び

在
学

中
に

お
け

る
借

入
時

か
ら

最
長

4
年

間
の

元
金

返
済

猶
予

措
置

を
認

め

る
） 

※
返

済
試

算
額

等
は

下
記

先
ま

で
要

確
認

 

・
司

法
試

験
合

格
ま

で
は

極
度

型
ﾛ
ｰ

ﾝ
（
一

定
与

信
枠

の
中

で
借

入
可

能
）
、

か

つ
毎

年
極

度
額

の
見

直
し

を
行

う
。

 

・
司

法
試

験
合

格
後

は
証

書
貸

付
型

に
切

替
え

、
返

済
期

限
ま

で
の

約
定

返

済
を

設
定

。
 

※
返

済
試

算
額

等
は

下
記

先
ま

で
要

確
認

 

保
証

人
 

不
要

（銀
行

指
定

の
保

証
会

社
利

用
） 

不
要

（銀
行

指
定

の
保

証
会

社
利

用
） 

１
名

（安
定

し
た

収
入

の
あ

る
方

）
お

よ
び

保
証

会
社

 

金
利

又
は

 

分
割

手
数

料
 

・
変

動
金

利
借

入
・・

・
3.

37
5
%（

2
02

1
年

12
月

30
日

現
在

） 

＜
店

頭
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示
金

利
よ

り
0
.1
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優

遇
＞
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固

定
金

利
借

入
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10
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1
年

12
月

30
日

現
在
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＜
店

頭
表

示
金

利
よ

り
0
.1

％
優

遇
＞

 

 
※

現
在

の
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頭
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金

利
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つ
い

て
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ご
参
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頭
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金

利
よ
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遇
 

3
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75
％
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2
年

1
月

31
日

現
在

） 

・
固

定
金

利
借

入
・・

・
4.

97
5
％

（
20

22
年

1
月

31
日

現
在

） 

※
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在
の

店
頭

表
示

金
利

に
つ

い
て

は
H

P
参

照
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変
動

金
利

借
入
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み

 

※
司

法
試

験
合

格
後

の
金

利
優

遇
制

度
有

り
。

詳
細

に
つ

い
て

は
、

下
記

先
ま

で
要

確
認

 

問
い

合
わ

せ
先

 
＜

み
ず

ほ
銀

行
四

谷
法

人
第

二
部

＞
 

電
話

番
号

：0
3-

3
35

1
-6

2
71

 

受
付

時
間

：9
:0

0～
17

:0
0（

平
日

の
み

） 

※
手

続
き

は
全

国
の

支
店

で
対

応
可

能
 

＜
三

菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ

銀
行

四
谷

支
店

＞
 

電
話

番
号

：0
3-

3
35

3
-0

1
77

 

受
付

時
間

：9
:0

0～
17

:0
0（

平
日

の
み

） 

※
手

続
き

は
全

国
の

支
店

で
対

応
可

能
 

＜
第

一
勧

業
信

用
組

合
 

業
務

推
進

部
＞

 

電
話

番
号

：0
3-

3
35

8
-0

8
12

 

受
付

時
間

：9
:0

0～
17

:0
0（

平
日

の
み

） 

※
手

続
き

は
本

店
営

業
部

（四
谷

）
で

対
応

 

 

【
留

意
点

】
 

①
ご

相
談

、
お

申
込

は
、

直
接

、
金

融
機

関
に

お
申

し
出

く
だ

さ
い

。
 

※
金

融
機

関
に

は
、

最
初

に
「
上

智
学

院
提

携
教

育
ロ

ー
ン

の
件

」と
述

べ
て

く
だ

さ
い

。
 

②
金

融
機

関
に

お
け

る
審

査
の

結
果

、
融

資
を

受
け

ら
れ

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
の

で
、

予
め

ご
了

承
く
だ

さ
い

。
 

③
審

査
は

一
般

的
に

１
～

２
週

間
程

度
の

期
間

を
要

し
ま

す
の

で
、

事
前

に
金

融
機

関
に

融
資

予
定

日
を

ご
確

認
の

う
え

、
納

付
期

限
に

間
に

合
う

よ
う

に
申

し
込

ん
で

く
だ

さ
い

。
 

④
入

学
予

定
者

の
場

合
、

合
格

発
表

日
か

ら
入

学
手

続
締

切
日

ま
で

に
５

営
業

日
程

度
し

か
余

裕
が

あ
り

ま
せ

ん
の

で
、

受
験

前
に

融
資

の
審

査
を

済
ま

せ
て

お
く
か

、
あ

る
い

は
入

学
手

続
締

切
日

に
は

一
旦

入
学

申
込

金
の

み
を

支
払

い
、

残
金

に
対

す
る

借
入

を
残

金
納

入
締

切
日

ま
で

に
行

う
な

ど
の

対
応

が
必

要
と

な
り

ま
す

（
但

し
、

２
月

の
一

般
入

試
以

外
は

２
段

階
納

入
方

式
で

は
あ

り
ま

せ
ん

）
。
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Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

外国人留学生（在留資格「留学」）が
出願できる奨学金

学生表彰制度

入学前に出願する奨学金

１．本学における「外国人留学生」としての手続き
２．私費外国人留学生対象の奨学金について
３．上智大学修学奨励奨学金（私費外国人留学生対象）
４．上智大学篤志家奨学金
５．その他の奨学金
６．文部科学省私費外国人留学生学習奨励費
7．学外奨学金（民間団体）
8．文部科学省国費留学生奨学金
９．留学時の給付奨学金（交換留学・一般留学・短期留学）
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Ⅳ 外国人留学生（在留資格「留学」）が出願できる奨学金

外国人留学生とは、在留資格が「留学」である外国籍の学生を言います。下記「１．」の手続きをしていな
い場合は、学内・学外ともに奨学金の対象となりませんので注意してください。
なお、文部科学省国費留学生奨学金についてはグローバル教育センター（２号館１階）にお問い合わせく
ださい。（本冊子P.41を参照）

１．本学における「外国人留学生」としての手続き *
　１）在留資格「留学」を得ている
　　手続きについては出入国在留管理局に問い合わせること。

　２）在留資格が「留学」であることの証明書類を提出する
　　�「住民票」および「在留カード」両面のコピーを大学に提出することが必要です。入学時に、入学手続
書類として大学に提出していなければなりません。在学中に在留期間を延長した場合、または他の在
留資格から「留学」に変更した場合は、学事センター学籍担当窓口（２号館１階４番窓口） に提出し
てください。

　　【注意】本学に届け出ている在留期限が切れている場合、外国人留学生用の奨学金に出願できません。
＊�現在入国制限により日本国外でオンライン授業を受けている留学ビザ取得予定者は、渡日後に手続きを行っ
てください。

２．私費外国人留学生対象の奨学金について
　１）掲示板について
　　�奨学金についての募集・連絡はすべて Loyola 掲示板にて行います。
　　�Loyola の学生センター掲示板（掲示板＞詳細検索＞学生生活＞奨学金・留学生向け）を必ず確認して
ください。

　２）奨学金の種類について
　　�外国人留学生が出願できる主な奨学金は、以下のとおりです。（2022年 2月現在）

　【学内】
①　上智大学修学奨励奨学金
②　上智大学篤志家奨学金
③　その他の奨学金

　【学外】
①　文部科学省外国人留学生 学習奨励費
②　各民間団体奨学金
・大学推薦 ………大学が出願希望者を募り、学内選考を経て団体に推薦するもの
・取りまとめ………出願希望者が大学経由で応募書類を団体に提出するもの
・直接応募 ………出願希望者が応募書類を直接団体に提出するもの
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３．上智大学修学奨励奨学金（私費外国人留学生対象）
学業への意欲があるにもかかわらず、経済的理由により学業の継続が困難と認められる学生に、授業料の
一部または全額が給付される返還不要の奨学金です。

〈対　象〉
正規生（学部・大学院）で、在留資格が「留学」（在留期間が有効であること）の私費外国人留学生（＊１）
なお、下記の者は対象外です。
・�学部在学継続（留年）生で、学費が「残余12単位減額」適用になる者。
・大学院在学継続（留年）生で、「論文減額」の適用になる者。
・経済的に困難な状況と認められない者
・学業成績が不良な者
・他の授業料減免に関わる奨学金とは併給できません。
（＊１）�奨学金出願時に在留資格「留学」の取得が間に合わない場合は、学生センター窓口に事前に相談

してください。

〈給 付 額〉
授業料相当額、授業料半額相当額、授業料 3 分の 1 相当額のいずれか

※2019年度以前入学の国際教養学部生の給付額については、学費が単位従量制のため、
　学期及びクォーターごとに下記の給付上限があります。

授業料相当額 授業料半額相当額 授業料1/3相当額

給付上限単位数（学期） 16単位 8単位 6単位

給付上限単位数（クォーター） 8単位 4単位 3単位

〈願書ダウンロード時期〉
募集学期 対象者 減免対象年度・学期 願書ダウンロード時期

春募集

全在学生 2022年度　春・秋 2022年 4月

4月新入生
4月からの在学継続生 2022年度　春・秋 2022年 4月

秋募集

9月新入生
9月からの在学継続生

2022年度　秋
2023年度　春・秋 2022年 9月下旬〜10月上旬

全在学生 2023年度　春・秋 2022年 10月下旬〜11月下旬（予定）

※願書ダウンロード時期は変更となる可能性があります。詳細は Loyola 掲示板にてお知らせいたします。
※在学生〈2022年度授業料（春・秋学期）対象〉の募集は、2021年 12月に終了しています。
※在学継続生とは、修業年限内に必要単位数を修得できず、卒業または修了が延期となった者です。
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４．上智大学篤志家奨学金
国内外の篤志家から提供され、それぞれの篤志家の意向に適合すると認められる、正規生の学部生または
大学院生に給付される奨学金です（出願制もしくは推薦制）。採用年度は1年限りですが、出願をすれば継
続して採用されることもあります。原則として、当該年度の学費相当額を上限として併給が可能です。

〈以下は 2021 年度募集時の実績です。出願時期など、2022 年度は変更となる可能性があるので、募集
情報は Loyola 学生センター（奨学金）掲示板を確認して下さい。〉

【出願によるもの】
奨 学 金 名 対  象 条　件 出願時期 採用時期 給付額 採用

人数

安達 学部生
大学院生

将来国際社会に寄与しうる、学業成績
優秀、かつ経済的理由により学業の継
続が困難な東南アジア及びアフリカ諸
国出身の学生

修学奨励
奨学金と
同じ

修学奨励
奨学金と
同じ

授業料相当額
および教育充
実費全額

31名

小高 学部生 学業成績が良好で、経済的理由により
学業の継続が困難な学生 6月 7月 308,000円 3名

センチュリー 学部生
大学院生

アジア諸国出身の学生で、小論文を提
出し、その評価が優れている学生 6月 7月 172,000円 3名

アジア留学生
学部生
大学院生

（1年次を除く）

学業成績が良好かつ、将来国際社会に
寄与すると思われる、東、東南アジア
諸国出身の学生

6月 7月 121,000円 5名

ダイキン 学部生
大学院生

指示課題に対する論文を提出し、その
評価が優れている学生 6月 7月 300,000円 1名

第一興商 学部生
大学院生

東南アジア及び東アジアの国籍を有し、
学業成績が良好かつ将来国際社会に寄
与すると思われる学生

6月 7月 152,000円 4名

住友商事 学部生
大学院生

べトナム国籍を有し、学業成績が良好
かつ将来国際社会に寄与すると思われ
る学生

12月 1月 300,000円 1名

テイヤール・ド・
シャルダン

学部4年次生
大学院生

テイヤール・ド・シャルダンの理想に則
して選定された題目に関する優秀な論
文を提出した学生

7～12
月 1月

50,000円
～300,000円

4名

学生寮 学部生
大学院生

学業、課外活動、その他社会貢献活動
で活躍している学生 10月 1月 154,000円

～200,000円 2名

理工学部同窓会 理工学部生
理工学研究科生

理工学部開講の「夏期・春期休暇海外
短期研修プログラム」に参加する学生

夏期：4月
春期：11月

夏期：6月
春期：1月 80,000円 1名

理工学部企業経営者の会
※隔年募集

（2023年度募集予定）

理工学研究科
博士後期課程
1年次生

優秀な研究実績を収め、将来卓越した
研究能力と学識をもって活躍することが
大いに期待される学生

4月 7月

月額
150,000円
※修業年限まで
（継続審査有）

1名

フランク アンド
ジェーン・スコリノス 学部生 学業成績が良好で、経済的な理由によ

り学業の継続が困難な学生 6月 7月 457,000円 1名

UD TRUCKS GLOBAL 
CHALLENGE 
SCHOLARSHIP

学部1～3年次生
大学院博士前期
課程1年次生

グローバル社会における諸問題に関心
があり、将来グローバル企業等で活躍
をする高い志を持つ学生（英語学力基
準有）

10月 1月

上限
1,000,000円
（活動計画を
審査し決定）

1名

中国留学生会 学部生
大学院生

学業成績が良好かつ将来国際社会に寄
与すると思われる中国国籍を有する学生 11月 1月 184,000円 2名

二幸産業株式会社記念 学部生
大学院生

学業成績が良好で、経済的に困難な東
南アジア・南アジア・アフリカ出身の私
費外国人留学生

12月 1月 155,000円 2名

チエル株式会社記念 学部生
大学院生

学業成績が良好で、経済的に困難な東
南アジア・アフリカ出身の私費外国人留
学生

12月 1月 123,000円 3名

フォス神父・ディーターズ
神父・木村説二記念

学部生
大学院生

学業成績が良好で、経済的に困難なアフ
リカ出身の私費外国人留学生 12月 1月 129,000円 5名
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【推薦によるもの】
学部・研究科等からの推薦に基づき採用者を決定するため、学生が出願することはできません。

奨　学　金　名 対象 条　　　件 採用時期 給付額 採用
人数

レモス 国際教養学部長
学業成績が良好で、経済的理由に
より学業の継続が困難な国際教養
学部生

春採用6月
秋採用11月

152,000円〜
304,000円 4名

後援会 学生生活委員会 学業成績が良好で経済的理由によ
り学業の継続が困難な学部生 11月 100,000円 50名

英語学科先哲 英語学科長 学業成績が良好で、経済的理由に
より学業の継続が困難な学部生 1月 116,000円〜

143,000円 8名

伊藤　鎮
まもる 理工学研究科

委員長
学業成績が良好で、海外の学会で
研究成果を発表する理工学研究科
理工学専攻機械工学領域の学生

未定 学会参加旅費の
一部等 若干名

原子物理学国際交流 理工学研究科
委員長

原子物理学を研究している大学院
生のうち、奨学金による補助が必
要な留学生、あるいは海外で開催
される国際会議等での発表にあた
り奨学金による補助が必要な学生

未定 学会参加旅費の
一部等 若干名

ヴァカーリ 国際教養学部長
学業成績を含めて、極めて優秀と
認められる、国際教養学部国際教
養学科の２年次生から４年次生の
私費外国人留学生

春採用7 月
秋採用1 月 151,000円

春採用
2 名 
秋採用
2名

ロベール・J・バロン
グローバル社会専攻
主任及び国際教養

学部長

国際ビジネス研究をしているグ
ローバルスタディーズ研究科グ
ローバル社会専攻及び国際教養学
部の私費外国人留学生

春採用7 月
秋採用1 月

当該学期
授業料相当額
（金額上限あり）

春採用
1 名
秋採用
2名

SOPHIAプレート 学生生活委員会 学業成績が良好で、経済的理由に
より学業の継続が困難な学生 12月 100,000円 8名

５．その他の奨学金
〈�以下は 2021 年度募集時の実績です。出願時期など、2022 年度は変更となる可能性があるので、募集

情報は Loyola 学生センター（奨学金）掲示板を確認して下さい。〉

【出願によるもの】

奨 学 金 名 対　象 条　　　　件 出願
時期

採用
時期 給付額 採用人数

上智大学大学院デュアル・
ディグリープログラム 大学院生

デュアル・ディグリープログラムに参
加する本学大学院博士前期課程の
正規生のうち、学業成績を含め極め
て優秀と認められる者

5月 6月
留学中の本学授
業料および

教育充実費相当額
1名

【推薦によるもの】

奨 学 金 名 推薦者 条　　　件 採用時期 給付額 採用人
数

上智大学大学院
博士後期課程研究者
育成奨学金

※2022年度新設
各研究科委員長

博士後期課程に在学し、明確な研
究計画を有し、鋭意研究に取り組み、
学位取得に充分到達すると研究科が
判断する者

4月
理工学研究科以外
300,000円 ,
理工学研究科
400,000円

-

外国人留学生
生活支援奨学金 学生生活委員会 学業成績良好かつ、経済的支援が

必要と思われる私費外国人留学生 11月 300,000円 約95名
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６．文部科学省私費外国人留学生学習奨励費
学習奨励費は、学業成績・人物ともに優れ、留学生活を続けていくために経済的援助を必要とする私費外
国人留学生を対象としています。
〈対 　 象〉	 在留資格が「留学」の正規生（学部・大学院）
〈給 付 額〉	 学部・大学院 月額48,000円（2021年度実績）
〈出 　 願〉	 4 月または5月予定。詳細は Loyola 掲示板で確認すること。
〈選 　 考〉	� 学業成績・経済状況・人物等の総合評価によって大学が候補者を推薦し、日本学生支援機構

が採用を決定します。

７．学外奨学金（民間団体）
・財団法人・企業などの民間団体が募集をしている奨学金は、学生センターで取扱っています。
・団体によって、出願方法、出願条件、採用基準、採用者数、給付額などが異なります。
・�大学推薦の奨学金では、大学から推薦されても、各奨学団体の選考・審査の結果、不採用になることもあ
ります。
・�大学推薦の奨学金の場合、いずれかの奨学金に推薦中の学生は原則として他の奨学金への大学推薦を受け
ることはできません。複数の学外奨学金への同時出願は可能ですが、一番先に推薦が決まった奨学団体の
審査結果がわかるまでは、他の大学推薦による奨学金への追加出願はできませんので、推薦を受けたい奨
学財団をよく吟味して出願するようにしてください。
・�学外奨学金の奨学生に採用された場合には、上智大学の代表としての自覚を持ち、奨学生にふさわしい行
動をとり、学業にもより一層精励してください。
・民間団体の奨学金を利用したことにより、本人の進路が制約されることはありません。

〈出願方法の種類〉
大学推薦……大学が出願希望者を募り、学内選考を経て団体に推薦するもの
取りまとめ…出願希望者が大学経由で応募書類を団体に提出するもの
直接応募……出願希望者が応募書類を直接団体に提出するもの

〈出願資格等〉
出願資格・条件は団体によって異なります。募集掲示を確認してください。

〈「民間団体奨学金一覧」《2021年度給付分》について〉
・�各団体の2021年度給付分奨学金の募集実績です。2022 年度給付分は募集の有無・内容、出願時期等

が変更となる可能性がありますので、出願を希望する場合は Loyola の募集掲示で最新の情報を必ず確認
してください。
・掲載されているすべての奨学金は、返還の必要がない給付型です。
・「大学推薦・取りまとめ」、「直接応募」の順に掲載しています。
・年齢・学年については、2021年 4月時点のものです。
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（1）民間団体奨学金一覧《2021 年度給付分実績》—大学推薦・取りまとめ
★2022年度給付分奨学金の募集はLoyola の学生センター（奨学金）掲示板に掲示されます。
出願
時期 団体名・奨学金 対象学年 出身国

出身地域
給付金額
（給付期間）

春
入
学
者

秋
入
学
者

日
本
語
能
力

年
齢
制
限

併
給

その他条件
（専攻分野等）

出
願
者
数

採
用
者
数

2020年
7月 KDDI 財団 博士前期課程1・2年次

博士後期課程1・2・3年次

アジア・中東・太平洋州
欧州・アフリカ・中南米

（国指定有）

100,000円 /月
（1年以内） ○ ○ × ○ △ 情報通信関連分野専攻者 2 2

7月 タカセ国際奨学財団
（2021春）

学部1・2・3・4年次
博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

100,000円 /月
（1年以内） ○ × × × △

国際協力に貢献する研究
を行う大学院生

または、英語による学位
取得プログラムに在籍す

る者

0 0

8月 帝人奨学会 博士後期課程1年次 60,000円 /月
（修業年限まで） ○ ○ × × ○ 理工学専攻者 0 0

8月 ロータリー米山記念奨学会
学部3・4年次
博士前期課程1・2年次
博士後期課程2・3年次

学部100,000円 /月
大学院140,000円 /月
（最長2年間）

○ ○ ○ ○ △ 7 3

8月 平和中島財団
学部1・2・3・4年次
博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

100,000円 /月
（1年間） ○ ○ ○ × △ 2 0

9月 綿貫国際奨学財団 博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

アジア太平洋地域諸国
（国指定有）

150,000円 /月
（1年間・継続可） ○ ○ ○ × ×

家族に日本国籍または
日本在住の外交官や
駐在員がいない者

7 2

9月 JEES 豊田通商
留学生奨学金

学部3年次
博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

100,000円 /月
（2年間） ○ ○ × × △ 8 0

9月 坂口国際育英奨学財団
学部3・4年次
博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

100,000円 /月
（最長2年） ○ ○ ○ ○ × 理工学部・理工学研究

科は対象外 3 2

10月
イノアック国際教育

振興財団
（とりまとめ）

学部1・2・3・4年次
博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

50,000円 /月
（最長2年間） ○ ○ ○ × × 0 0

10月 JEES 青木建設
国際奨学金

博士前期課程1・2年次
博士後程課程1・2・3年次

100,000円 /月
（1年間） ○ ○ ○ × △ 3 1

10月 長谷川留学生奨学財団
学部2・3・4年次
博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

アジア諸国
学部  90,000円 /月
大学院 110,000円 /月
（最長2年間）

○ ○ ○ × ○ 東京都に居住している者 5 1

10月 大塚敏美育英奨学財団 博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

1,000,000円 /年
1,500,000円 /年
2,000,000円 /年

（1年間）
※採用額は財団で決定

○ ○ × ○ ×
経営学または国際関係

分野専攻者
（所属研究科は問わない）

2 1

10月 JEES・ソフトバンクAI
人材育成奨学金 博士前期課程1年次 80,000円 /月 及び

一時金40,000円 ○ ○ × ○ ○ 人工知能（AI）分野
研究者 0 0

10月 川嶋章司記念
スカラーシップ基金

学部3・4年次
博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

100,000円 /月
（2年以内） ○ ○ ○ × △ 1 0

10月 共立国際交流奨学財団
学部1・2・3・4年次
博士前期課程1年次
博士後期課程1・2年次

アジア諸国
（国指定有）

100,000円 /月
60,000円 /月
（最長2年間）

○ ○ ○ × △ 5 0

11月 JEES セイホスカラー
シップ

学部 3年次
博士前期課程1年次

アジア地域
（国指定有）

100,000円 /月
（2年間） ○ × ○ × ×

金融業界または
生命保険に興味のある
者（学部指定なし）

1 0

11月 清和国際留学生奨学会
学部1・2・3・4年次
博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

アジア
/オセアニア諸国

学部80,000円 /月
大学院100,000円 /月

（2年間）
○ ○ ○ ○ × 8 2

11月

佐藤陽国際奨学財団
（2020年 4月期及び

春入学者対象）
（とりまとめ）

博士前期課程1年次
博士後期課程1年次

南・東アジア諸国
（国指定有）

大学院180,000円
/月

（最長2年間）
○ × ○ × × 1 1

11月 JEES 三菱商事留学生
奨学金

学部3・4年次
博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

学部120,000円 /月
大学院150,000円 /月
（修業年限まで）

○ ○ × × △ 17 3

11月 安田奨学財団 学部2年次 100,000円 /月
（最長3年間） ○ × ○ × △ 法学部または経済学部 3 2

12月 かめのり財団 博士前期課程1年次
博士後期課程1年次

アジア諸国
（国指定有）

200,000円 /月
（修業年限まで） ○ ○ ○ × × 理工学研究科は対象外 0 0

12月 東京海上各務記念財団 博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次 ASEAN諸国 180,000円 /月

（修業年限まで） ○ ○ ○ ○ × 1 0
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出願
時期 団体名・奨学金 対象学年 出身国

出身地域
給付金額
（給付期間）

春
入
学
者

秋
入
学
者

日
本
語
能
力

年
齢
制
限

併
給

その他条件
（専攻分野等）

出
願
者
数

採
用
者
数

12月 アジア教育文化
交流協会 博士前期課程1・2年次 中国 120,000円 /月

（修業年限まで） ○ ○ ○ ○ ×

文学研究科・経済学研究
科・法学研究科・総合人
間科学研究科・外国語学
研究科・グローバル・スタ

ディーズ研究科

2 0

2021年
1月 都築国際育英財団 学部1・2・3・4年次 60,000円 /月

（1年間） ○ ○ ○ ○ △ 2 0

2月 帝人奨学会 博士前期課程1年次 50,000円 /月
（修業年限まで） ○ ○ × × ○ 理工学専攻者 0 0

3月 SGH財団
学部3年次
博士前期課程1年次
博士後期課程2年次

アジア諸国
（国指定有）

120,000円 /月
（1年間） ○ × ○ ○ × 0 0

3月 イオン・スカラシップ 学部1・2・3・4年次
博士前期課程1・2年次

アジア諸国
（国指定有）

授業料相当額及び
100,000円 /月
（最長2年間）

○ ○ ○ ○ × 神学・政治学専攻者は
対象外 13 2

3月 旭硝子財団 博士前期課程1年次
博士後期課程1年次

中国・韓国
タイ・インドネシア

100,000円 /月
（修業年限まで） ○ ○ ○ × △ 1 0

3月 みずほ国際交流
奨学財団

学部1・2・3年次
博士前期課程1年次
博士後期課程1・2年次

100,000円 /月
（2年間） ○ ○ × ○ × 人文・社会科学分野

専攻者 9 2

3月 アジア留学生奨学財団 学部 3年次 アジア諸国 50,000円 /月
（2年間） ○ × ○ × × 理工学部は対象外 2 1

3月 JEES留学生奨学金
（少数受入国）

学部1・2・3・4年次
博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

中東・アフリカ・アジア・
大洋州・中南米他
（国指定有）

50,000円 /月
（最長2年間） ○ ○ × × △ 1 1

3月 JEES 留学生奨学金
（修学）

学部2・3・4年次
博士前期課程 1・2年次
博士後期課程 1・2・3年次

40,000円 /月
（最長2年間） ○ ○ ○ × △

学業成績優秀者（前年
度の成績評価係数
2.60以上、指定の算

出方法あり）

7 0

3月 三菱UFJ信託
奨学財団

学部2年次
博士前期・後期在籍者 ASEAN諸国

学部70,000円 /月
大学院100,000円 /月
（修業年限まで）

○ ○ ○ ○ ○

法学・経済学・外国語学・
総合グローバル・国際教養・

理工学部

法学・経済学・言語科学グ
ローバルスタディーズ・理
工学・地球環境学研究科

1 1

3月 守屋留学生交流協会 博士前期課程1年次
博士後期課程1・2年次 アジア諸国 70,000円 /月

（2年間） ○ ○ ○ ○ × 地理・歴史・教育・社
会科学分野専攻者 2 1

3月 守谷育英会
（取りまとめ）

学部1・2・3・4年次
博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

120,000円 /月
（修業年限まで） ○ ○ ○ × ○ 14 1

3月 インナートリップ
国際交流協会

学部3・4年次
博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

東南アジア・中南米
諸国、地域

50,000円 /月
（2年間） ○ ○ ○ ○ △ 1 0

4月 朝鮮奨学会
学部1・2・3・4年次
博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

韓国・朝鮮

学部25,000円 /月
博士前期課程40,000円 /月
博士後期課程70,000円 /月

（1年間）

○ ○ ○ ○ △ 4 1

4月 金子国際文化交流財団
学部3・4年次
博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

アジア諸国 60,000円 /月
（1年間） ○ ○ ○ × △ 6 1

4月 安藤記念奨学金 博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

30,000円 /月
（最長2年間） ○ × ○ × ○ 6 1

4月 井内アジア留学生
記念財団

学部1・2・3・4年次
博士前期・後期在籍者 東南アジア 30,000/ 月

（修業年限まで） ○ ○ × ○ ○ 1 0

6月 日揮・実吉奨学会
（一時金）

学部1・2・3・4年次
博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

300,000/ 年
（一時金） ○ ○ ○ × ○ 理工学部・理工学研究科 4 1

7月 タカセ国際奨学財団
（2021秋）

学部1・2・3・4年次
博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

100,000円 /月
（1年以内） × ○ × × △

国際協力に貢献する研究
を行う大学院生または、
英語による学位取得プロ
グラムに在籍する者

8 2

7月
佐藤陽国際奨学財団
（2021年 10月期）
（取りまとめ）

学部2・3・4年次
博士前期・後期在籍者

南・東アジア諸国
（国指定有）

学部150,000円 /月
大学院180,000円 /月
（最長2年間）

× ○ ○ × × 0 0

9月 三井住友銀行
国際協力財団

博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次 東南アジア 150,000/ 月

（最長2年間） ○ ○ ○ × × 1 1
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（2）民間団体奨学金一覧《2021 年度給付分実績》—直接応募
★2022年度給付分奨学金の募集はLoyola の学生センター（奨学金）掲示板に掲示されます。
出願時
期 団体名・奨学金 対象学年 出身国 

出身地域
給付金額
（給付期間）

春
入
学
者

秋
入
学
者

日
本
語
能
力

年
齢
制
限

併
給 その他条件（専攻分野等） 募集数

（全国）

2020年
7月 渥美国際交流財団 博士後期課程3年次 200,000円 /月

（1年間） ○ ○ ○ × △ 博士号取得見込の者
（オーバードクター可） 14

7月 CWAJ外国人留学生
大学院女子奨学金

博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

2,000,000円 /年
（1年間） ○ ○ × × △ 2

8月 東急財団 博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

アジア・太平洋地域
（国指定有）

180,000円 /月
（2年以内） ○ ○ ○ ○ △ 15

9月 日本台湾交流協会 博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次 台湾

授業料相当額
博士前期144,000円 /月
博士後期145,000円 /月
（修業年限まで）

○ ○ ○ ○ × -

9月 伊藤国際教育交流財団 博士前期課程1年次 180,000円 /月
（2年以内） ○ ○ ○ △ × 10

9月 高久国際奨学財団 博士後期課程1・2・3年次 70,000円 /月
（1年間） ○ ○ ○ × × 日本語能力試験１級に

準ずる会話力 3

9月 本庄国際奨学財団 博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

200,000円 /月（2年間）
180,000円 /月（3年間）

150,000円 /月
（4年以上 /PHD取得まで）
※採用額は財団で決定

○ ○ ○ ○ × 若干名

9月 似鳥国際奨学財団 学部1・2・3・4年次
博士前期課程1・2年次

80,000円 /月
（1年間） ○ ○ ○ × × 100

9月 アメリア・イアハート
奨学金 博士後期課程２年次以上 10,000USD

（1年間） 〇 〇 × × 〇 航空宇宙工学や宇宙科学の
研究に従事する女性 35

9月 朴龍九育英会 博士前期課程１・２年次
博士後期課程１・２・３年次

70,000円
（1年間） 〇 〇 〇 〇 △ 10

9月
More Jobs Better 

Lives
公益財団法人

学部１・２・３・４年次
博士前期課程１・２年次
博士後期課程１・２・３年次

東南アジア・アフ
リカ地域

（国指定有）

学部 100,000円
大学院 120,000円 〇 〇 〇 〇 △ 若干名

9月 東京YWCA 学部１・２年次 30,000円
（1年間） 〇 〇 〇 × △ 若干名

10月 日中友好協会 博士前期課程１・２年次
博士後期課程１・２・３年次 中国 70,000円

（1年間） 〇 〇 〇 〇 △ 若干名

11月 岩谷国際留学生奨学助成 博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

東/東南アジア諸国
（国指定有）

150,000円 /月
（修業年限まで） ○ ○ ○ ○ × 理工学研究科 15

11月 山田長満奨学会
学部1・2・3・4年次
博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

120,000円 /月
（1年間） ○ ○ ○ ○ ○ 6

12月 岡本国際奨学交流財団
学部4年次
博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

80,000円 /月
（1年間） ○ ○ ○ × △ 若干名

2021年
1月

日本カトリック大学連盟
大学院留学生奨学金

博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

100,000円 /月
（1年間） ○ ○ × × ○ カトリック教会所属の信者 若干名

1月 日中友好岸関子賞 中国（東北三省） 200,000円 /年
（1年間） ○ ○ ○ × ○

2019〜2020年度の間
に日本の大学院で修士論文
学位審査に合格済の者

若干名

3月 大塚敏美育英奨学財団
学部3・4年次
博士前期課程1・2年次
博士後期課程1・2・3年次

1,000,000円 /年
1,500,000円 /年
2,000,000円 /年

（1年間）
※採用額は財団で決定

○ ○ × ○ △ 経営学・健康関連分野専攻者 90

3月 マブチ国際育英財団 学部１・２年次 アジア諸国 100,000円
（1年間） 〇 〇 〇 × × 40

名

3月 サカタ財団 学部２年次 〇 〇 × × ×
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８．文部科学省国費留学生奨学金
文部科学省国費留学生奨学金については、本学ウェブサイト該当ページを参照するか、グローバル教育セ
ンター国費奨学金担当（2号館1階）にお問い合わせください。

ホーム＞グローバル教育・留学＞国際交流 /留学＞留学費用 /奨学金＞外国人留学生対象の奨学金
https://www.sophia.ac.jp/jpn/global/international/scholarship/ForeignStudents/index.html

９．留学時の給付奨学金（交換留学・一般留学・短期留学）
� 【私費外国人留学生対象】

世界的な感染症の拡大に伴い、2022年 3月現在、本学では学生の海外渡航（大学実施プログラムだけで
なく、一般留学、休学中の留学（私費留学）も含む）は外務省の海外治安・感染症危険レベル2以上の地域
は禁止としているため、留学奨学金取り扱いにも変更が生じる場合があります。各奨学金の募集前には掲示
が出ますので、Loyola や HPで最新情報を確認してください。（取り扱い：グローバル教育センター）

対象 団体名・奨学金名 出願
先 奨学金内容 その他の条件 併給 募集人数

交換留学
吉彌・愛琳
アイルランド
留学奨励費

大学 15万円 アイルランドに留学する者。学内
選考合格者の中から選考 可 1名

交換留学 ケルン奨学金 大学 月額650ユーロ

交換留学生としてドイツのケルン
大学に留学する者。交換留学選
考試験後、留学決定者を対象に
募集 ･選考

条件付 1名

交換留学 大坂ドイツ
留学奨励費 大学 10万円

交換留学でドイツに留学するドイ
ツ文学科またはドイツ語学科の学
生から選考

可 3名

交換留学
海外短期研
修実践型プ
ログラム等

ソフィア会
奨学会 大学

長期：�地域により、月額 6
〜10万円

短期：�プログラムにより、
10〜40万円程度

学内選考に合格し、一定の基準を
満たした者を対象に募集、
短期：�上智大学修学奨励奨学金な

らびに篤志家（安達）奨学
金受給者

条件付

長期：2名
短期：16名

（2021年度実
績・オンライン
短期プログラム

対象）

年度により
異なる

（2021年度は
海外短期語学講
座、海外短期研
修、一部の実践
型プログラム）

叡智が世界を繋ぐ
奨学金 大学

プログラムにより異なる
（2021 年度は一部を除く
オンライン短期プログラム
対象に、プログラムにより
3万〜8万）

学内選考に合格している者を対象
に募集 条件付

短期：26名
インターン：オン
ライン実施につき
支給者なし

（2021年
度実績）

交換留学 
海外短期研修
（年度による）

グローバル・
リーダー
養成奨励費

大学 プログラムにより、5～15
万円

交換留学生または本学指定の海
外短期研修に参加する者 可 若干名

一般留学 海外留学奨励費 大学

本学学籍上の留学期間が
１学期間の者：10万円
１年間の者：20万円
ただし、留学先大学の学費
が奨励費より低額の場合、
留学先大学の学費相当額。

下記の者は対象外
①留学期間が1ヵ年を超えた者
ただし、１年目の留学期間は受給
対象
②留学先大学の学費が無料の場
合
※申請締め切り（2022年度）
春学期開始者：3月31日
秋学期開始者：9月30日

可
17名

（2019年
度実績）
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Ⅴ 学生表彰制度
上智大学学業優秀賞
〈趣　　旨〉　学業成績を含めて、極めて優秀と認められる学部2～4年次生を表彰し、副賞を贈呈する。
〈副　　賞〉　100,000円
〈選　　考〉 　各学部からの推薦によって決定します。
　　　　　　採用者は全学で168名（2021年度実績）

〈表彰時期〉　7月（授与式を行います。）
※副賞100,000円のうち、30,000円は株式会社ソフィアキャンパスサポートからの寄付によるものです。
※この他学生表彰制度には「学長賞」「学長奨励賞」があります。

Ⅵ 入学前に出願する奨学金
入学試験の出願期間と同時期に出願を受け付け、入学前に採用が決定する奨学金です。入学後の出願はで

きません。理工学振興会奨学金・創立100周年記念上智・聖母看護・ソフィア会生活支援奨学金を除き、
原則として他の授業料減免の学内奨学金とは併給できません。

奨 学 金 名 対　　　象 給付額 選　　　考

上智大学新入生奨学金

上智大学への入学を第一志望とし
ながらも、経済的理由により入学
が困難で、かつ本学に入学する以
前の学校の成績が優秀な者

入学初年度授業料の全額、半額、
1/3相当額のいずれか
※入学初年度のみ

学業成績・経済状
況等を総合的に判
断し決定

上智大学大学院
新入生奨学金

上智大学大学院への入学を第一志
望としながらも、経済的理由により
入学が困難で、かつ本学に入学す
る以前の学校の成績が優秀な者

入学初年度授業料の全額、半額、
1/3相当額のいずれか
※入学初年度のみ

学業成績・経済状
況等を総合的に判
断し決定

上智大学ジョン・ニッセル杯
奨学金

本学の学部入学を許可された者の
うち、入学以前の学校在籍時に本
学が主催するジョン・ニッセル杯に
おいて6位までに入賞した者

優勝者：授業料相当額
2位・3位入賞者：授業料半額相当額
4位・5位・6位入賞者：授業料1/３
相当額
※修業年限まで（継続審査有）

学生生活委員会の
意見を徴し、上智大
学長が決定

上智大学篤志家
（理工学振興会）奨学金

学業成績が良好で、かつ上智大学
理工学振興会の主旨に適合すると
認められる理工学研究科生のうち、
理工学振興会に入会し、学生会員
として振興会の発展に寄与する意
思を有する者

教育充実費の一部（95,000円）
※給付期間は、原則として1年間と
する。ただし、博士前期課程の学生
は最長2年間、博士後期課程の学生
は最長3年間継続できる。
（継続審査有）

理工学研究科委員
長の推薦に基づ
き、学生生活委員
会の意見を徴して
学長が決定

上智大学篤志家
（安達）奨学金

将来、国際社会に寄与しうる、学
業成績優秀、かつ経済的理由によ
り学業の継続が困難な東南アジア
およびアフリカ諸国からの私費外国
人留学生（学部生・大学院生）

入学初年度授業料全額および教育充
実費相当額

学業成績・経済状
況等を総合的に判
断し決定

上智大学篤志家
（創立 100 周年記念上智・
聖母看護）奨学金

上智大学総合人間科学部看護学科
を第一志望とし、本奨学金を申請し
た一般入学試験の成績上位者

250,000円
学生生活委員会の
意見を徴し、上智大
学長が決定

上智大学篤志家
（ソフィア会生活支援）
奨学金

本学への入学を第一志望とし公募
制推薦入試を受験する者で、経済
的理由により入学が困難かつ出身
学校の成績が優秀であり、首都圏
（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県）
以外の日本国内の高等学校出身者
かつ、入学後に自宅外通学する者

500,000円
※修業年限まで（継続審査有）

学業成績・経済状
況等を総合的に判
断し決定





 

奨学金掲示板の見方

掲示板（休 補 教室変更）のアイコンの下にある、「掲示板」タブをクリック

lick “Bulletin board” under “Bulletin board/Cancel & Make Up Classes”

ページ上部にある「詳細検索」をクリック

lick “Advanced search” above “Category List”

カテゴリ は「学生生活」、カテゴリ は「奨学金・留学生向け」または「奨学金・日本人向け／在留資格が留学以外の外国籍学生」を選択し、「検索」をクリック

elect “Student Life” for Category 1 and “Scholarship for International Students” or “Scholarship for Japanese students 

and international students without Student visa” for Category 2 and click “Search”

現在情報が公開されている奨学金一覧を確認すること

ができます。ご自身で応募資格があるかを確かめてか

ら、要項に従って出願をしてください。

Bulletin board

Advanced search

Student life Scholarship for International Students






